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要  旨 

現行学習指導要領（2017 年 3 月告示）では，「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」が示され，児童が主体的に

学ぶための工夫が求められている。しかし，児童が主体的に学ぶために教師が働きかける機会は，授業や単元の導入時に主眼が置

かれることが多いようである。また，どのような場面で，どのような教師の働きかけが，児童の「主体的な学び」を促進させるか

について，体系的に整理されることは一般的でないように思われる。そこで，本研究では，小中学校での実践をターゲットとして，

「主体的な学び」を促進する教師の働きかけについて，心理学の「動機づけ（motivation）」の知見を整理し「動機づけマトリック

ス」を作成する。

「動機づけマトリックス」は，自分が授業をつくるときに，それぞれのセルに当てはまるものを考えたり，あるいは，授業の

中で行われている手立てがどこに当てはまるのかを考えたりする手助けとなるものである。さらに，授業を観察したり，自らの

授業をあとから振り返ったりするときにも，これを用いることで，どの部分に対する働きかけが行われていたのかが明確にでき

ると期待される。授業実践を改善するツールとして，「動機づけマトリックス」を提案し，その活用可能性について論じる。
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問題と目的 

現行学習指導要領（2017 年 3 月告示; 文部科学省, 
2017a）では，「主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善」が示された。小学校学習指導要領解説総

則編（文部科学省, 2017b）では，「児童が自ら学習課題

や学習活動を選択する機会を設けるなど，児童の興味・

関心を生かした自主的，自発的な学習が促されるよう

工夫すること」と記述があり，児童が主体的に学ぶた

めの工夫が求められている。

「主体的な学び」に関して，平成 31 年度（令和元年

度）全国学力・学習状況調査(国立教育政策研究所, 2019）
によると，小学校・中学校ともに，児童生徒の興味関心

は増加傾向にあることが見出された。さらに，クロス

分析によると，「課題解決に向けて，自分で考え，自分

から取り組むことができていると思うか」の質問に肯

定的に回答した児童生徒の方が国語，算数・数学など

において平均正答率が高い傾向が見られた。以上より，

高い興味関心を持ち，自分で考え，自分から取り組む

ような「主体的な学び」を促進することが児童の学び

に肯定的な影響を与えると考えられる。

一方で，学校現場では「主体的な学び」を促進するた

めに教師がどのような働きかけができるか整理されて

いないように感じられる。経験的に獲得した方法や，

熟達した教師からの助言に頼っているということが実

践現場では多く見られるように感じられる。また，そ

れぞれの教師が独自に工夫して働きかけを行なってい

るが，それらが体系的に整理されていないことが一般

的であるように思われる。さらに主体的に学ぶための

工夫は，しばしば導入時に主眼が置かれ，その後の学

習意欲の持続に目を向けられることは少ないようであ

る。全国学力・学習状況調査では，増加傾向にあるとさ

れる児童生徒の興味関心だが，学級の中には未だ学習

に意欲的に向かうことが困難な児童生徒がいる。

これらの現状を改善するため，心理学の動機づけ

（motivation）の視点を導入し，動機づけ研究の知見を
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元に「主体的な学び」を促進する教師の働きかけを整

理するとともに，その活用可能性を検討する。

授業における学習者の意欲には個人差があり，時々

刻々と変化するものであるが，心理学における動機づ

けの観点から，授業の構成を考えたり，学習者への働

きかけを工夫したりすることで，学習者が主体的に学

びに向かうことを促す一助となると考えられる。ここ

では，心理学における動機づけ理論と授業場面を結び

つけるべく「動機づけマトリックス」を作成し，「授業

をつくる」，「授業を診る」ことへの活用を提案する。

「主体的な学び」と「動機づけ」 

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」に

よると，「主体的に学習に取り組む態度」の評価におい

ては，①:知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，

表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取

組を行おうとする側面と，②:①の粘り強い取組を行う

中で，自らの学習を調整しようとする側面，という二

つの側面から評価するよう示されている。心理学にお

いて，①は「学習意欲」，②は「自己調整学習」に対応

すると考えられる。  
「学習意欲」は，「第一義的には『状態レベルの動機

づけ』であり，『学びたいという欲求』と『その学習に

関する諸活動を成し遂げようとする意志』の複合的心

理状態である（鹿毛, 2013; p. 24）」とされる。つまり，

その場，その時に応じて現れる動機づけであり，そこ

には，単に学びたいという欲求だけでなく，成し遂げ

ようとする意志も含むことから，「粘り強い取り組みを

行おうとする側面」を包括するものと考えられる。

また，「自己調整学習」については，「学習者が，自分

自身の学習過程に，メタ認知や動機づけ，そして行動

の点から，積極的に関わっていること」と捉えられて

いる（Zimmerman, 1989）。これに基づくと，教師が授業

の「ふりかえり」などを通じてメタ認知を促したり，学

習行動の指針として様々な学習方略を示したりするこ

とだけではなく，いかにして人は動機づけられるかを

理解し，児童生徒に働きかけることが「自己調整学習」

を促進するために必要であると考えられる。

以上のことから，「主体的な学び」を構成する要素で

ある「学習意欲」に関しても，「自己調整学習」に関し

ても，「動機づけ（motivation）」が核となっていると考

えられる。したがって，「主体的な学び」を促進する教

師の働きかけを心理学の「動機づけ」の知見をもとに

整理することは合理的であると考えられる。

動機づけの理論 

本研究では，動機づけ研究の知見の中で，以下の 5 つ

の要因について取り上げ，教師の働きかけを整理する。

ここでは，これらの動機づけ要因について，特に教師

の働きかけにつながる部分に注目して概説する。

1. 期待（Expectancy）  
2. 課題価値（Task value）
3. 自律性・自己決定感（Autonomy・Self-determination）
4. 達成目標（Achievement goal）
5. 社会的動機づけ（Social motivation）

まず，期待と課題価値については，動機づけの認知

的要因として，盛んに研究がなされてきたものである。

課題に対する主観的な成功確率の認知である「期待」

と課題に対する主観的な価値づけである「価値」との

積によって動機づけの高さが規定されるという期待×

価値理論の枠組みは，動機づけ研究におけるグランド

セオリーともなるものである。これまでの研究では，

期待と価値の要因をともに扱った研究が存在するとと

もに(e.g., Atkinson, 1964)，多くの研究においては期待や

課題価値を個別に扱った検討が進められてきている。

このうち，期待と価値の要因をともに扱った Atkinson 
の研究では，期待（主観的成功確率）の高さと価値の高

さが逆比例の関係を示すという仮定から，期待（主観

的成功確率）が 50%のとき，期待×価値により導かれ

る，成功達成へのやる気の高さが最も高くなると論じ

られている。

行動による将来の結果の予測である「期待」に特に

目を向けた概念として，学習性無力感(セリグマン，

1985)，自己効力感(Bandura，1977)が挙げられる。学習

性無力感に関する研究においては，行動と結果がつな

がっているという認識である「随伴性の認知」が行動

への動機づけに強く関わっていることが示されている

(セリグマン，1985)。そして，これは，自らの働きかけ

が効果的に環境と交渉できているという感覚である

「有能感」の感覚(Harter, 1978)にもつながるものである。

また，Bandura(1977)は期待概念を精緻化し，ある行動

が望ましい結果をもたらすだろうという「結果期待」

とその行動自体を適切に行うことができるだろうとい

う「効力期待」に弁別している。その中で，特に後者の

重要性を指摘し，「自己効力感」という概念を提案して

いる。なお，Bandura（1977）によると，自己効力感に

つながる先行要因として，実際に成功/失敗するという

「遂行行動の達成」，他者の成功/失敗を目にするとい

う「代理的経験」，他者からの言語的な関わりや暗示に

よる「言語的説得」，感情や生理的状態による「情動的

喚起」を挙げており，これらは自己効力感に働きかけ
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るときの鍵となる。例えば，「遂行行動の達成」に関わ

って，Bandura & Schunk(1981)では，数学に遅れが見ら

れる子どもへのプログラムにおいて，遠い目標を設定

するより近い目標を設定した方が自己効力感と成績に

伸びが見られることを見出している。また，代理的経

験に関わって，すぐに上達するモデルであるマスタリ

ーモデルを観察するより，徐々に上達するコーピング

モデルを観察した方が，自己効力感が高まることが見

出されている(Schunk, Hanson & Cox, 1987)。
課題価値に関しては，Eccles 達の一連の研究（e.g., 

Eccles et al., 1983; Eccles & Wigfield, 1995)により，課題

価値が課題に取り組むことに対して個人が付与する価

値づけであると定義されている。このような課題価値

研究で扱われている要因の中でも，課題の興味深さに

かかわる価値である興味価値(Interest value)や，課題が

将来にどれほど役立つかという有用性 (利用 )価値

(Utility value)が主に取り上げられている。この興味価

値と有用性価値については，発達的に年齢段階が上が

っていくにつれ，有用性価値が優勢になってくると考

えられている(Wigfield & Eccles, 1992)。また，前者の興

味に関わっては，個人が安定的に有する特性としての

個人的興味(individual interest)も存在すると考えられて

いる(Hidi & Renninger, 2006)。興味への働きかけを考え

た場合，このような個人的興味に引きつけて働きかけ

ることも重要であると考えられる。さらに，興味とも

つながるものとして知的好奇心というものが思い浮か

ぶが，知的好奇心は自らが有している知識や能力との

ずれが適度な状態であるとき高められるため(Berlyne, 
1971)，このような「適度な心理的不適合」の状態を生

み出すことも働きかけの手立てとして考えられる。

期待×価値理論と同様に主要な動機づけ研究として

進められてきたものが内発的動機づけに関するもので

ある。中でも Deci と Ryan によって進められてきた一

連の自己決定理論に関する研究が中心となるものであ

る(e.g., Deci & Ryan, 2000, 2002; Ryan & Deci, 2000)。こ

れらに関する研究では，動機づけにおいて，自らが行

動を決定しているという感覚である「自己決定感」や

自らが自由に自発的に行っているという「自律性」が

動機づけには重要であると考えられている。一連の自

己決定理論研究の中における有機的統合理論(Ryan & 
Deci, 2000)では，全く動機づけられていない「無動機づ

け」の段階から，自律性の程度が上がっていくにつれ，

「外的調整」「取り入れ的調整」「同一化的調整」「統合

的調整」という外発的動機づけの段階が想定されてお

り，さらに，最も自律性が高い動機づけとして内発的

動機づけが想定されている。そして，一連の自己決定

理論研究の中における基本的心理欲求理論(Deci & 
Ryan, 2000)においては，有能性の欲求，自律性の欲求，

関係性の欲求を満たされることが重要であると示され

ている。こういった自律性を支援していくにあたって

は，例えば自己選択の機会を与えるということや，で

きそうなことであれば挑戦をさせる，といった工夫が

可能である(桜井，1997)。
さて，動機づけに関しては，何を目指して学習行動

を行うかという目標も，大きな影響を持つものである。

このような目標に着目した理論が達成目標理論である。

この達成目標理論では，研究者によって捉え方の違い

があるが (Nicholls, 1984; Dweck, 1986; Ames, 1984)，課

題に関わる目標として，高い評価により能力の高さを

示すことを目指すのか，それとも，能力そのものを高

めることを目指すのかといった対比がなされている。

Ames & Ames(1984)はこれらをまとめ，前者のような目

標を遂行目標(ability goal)，後者のような目標を習熟目

標(mastery goal)と捉え，そして，遂行目標に比べ習熟目

標の方が多くの場面において適応的であると示してい

る。このような目標を持つにあたり，Dweck(1986)は，

人が暗黙的に持っている知能（能力）に対する見方で

ある暗黙の知能観が影響を与えることを示唆している。

すなわち，能力は生まれつき変わらないものだという

固定的知能観を有する者は遂行目標を有し，一方で，

能力は学習によって変化可能なものであるという増大

的知能観を有するものは習熟目標に対応する学習目標

を有すると考えられている。また，Elliot(1999)はこれら

の達成目標に接近(望ましいものの獲得を目指す)-回避

(望ましくないことを避けることを目指す)の次元を導

入し，遂行目標，習熟目標のいずれにおいても，回避的

な目標が不適応的であると論じている。

動機づけに関わる要因として，上述のような個人の

内的な要因だけではなく，個人の外にある要因も重要

なものである。中でも，近年，「主体的・対話的で深い

学び」の展開が目指されていることから考えると，他

者との関係といった要因による社会的動機づけも学校

での学習を考える上では特に重要なものだといえよう。

そういった社会的な動機づけにかかわるものとして，

まず取り上げられるのが，親和動機である。親和動機

は他者と関わり，友好を目指す動機であり(マレー, 
1966)，このような動機によって，対人的な関わりがよ

り積極的になると考えられる。また，伊藤(2009）は「他

者からの期待に応えたい」などの他者のために頑張り

たいという他者志向的動機について提唱し，整理を行

っている。親和動機は他者との関わりが動機づけられ

るものであるが，他者志向的動機は，自らの達成行動

に向けて動機づけられるものである。この他者志向的

動機は，「恩返し」のような互恵性に基づくものでもあ

るため(伊藤, 2011)，小集団学習のような「自分のため」

の学習が「仲間のため」になるような学習状況を設定
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元に「主体的な学び」を促進する教師の働きかけを整

理するとともに，その活用可能性を検討する。

授業における学習者の意欲には個人差があり，時々

刻々と変化するものであるが，心理学における動機づ

けの観点から，授業の構成を考えたり，学習者への働

きかけを工夫したりすることで，学習者が主体的に学

びに向かうことを促す一助となると考えられる。ここ

では，心理学における動機づけ理論と授業場面を結び
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よると，「主体的に学習に取り組む態度」の評価におい
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表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取

組を行おうとする側面と，②:①の粘り強い取組を行う
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いて，①は「学習意欲」，②は「自己調整学習」に対応
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関する諸活動を成し遂げようとする意志』の複合的心

理状態である（鹿毛, 2013; p. 24）」とされる。つまり，

その場，その時に応じて現れる動機づけであり，そこ

には，単に学びたいという欲求だけでなく，成し遂げ

ようとする意志も含むことから，「粘り強い取り組みを

行おうとする側面」を包括するものと考えられる。

また，「自己調整学習」については，「学習者が，自分

自身の学習過程に，メタ認知や動機づけ，そして行動

の点から，積極的に関わっていること」と捉えられて

いる（Zimmerman, 1989）。これに基づくと，教師が授業

の「ふりかえり」などを通じてメタ認知を促したり，学

習行動の指針として様々な学習方略を示したりするこ

とだけではなく，いかにして人は動機づけられるかを

理解し，児童生徒に働きかけることが「自己調整学習」

を促進するために必要であると考えられる。

以上のことから，「主体的な学び」を構成する要素で

ある「学習意欲」に関しても，「自己調整学習」に関し

ても，「動機づけ（motivation）」が核となっていると考

えられる。したがって，「主体的な学び」を促進する教

師の働きかけを心理学の「動機づけ」の知見をもとに

整理することは合理的であると考えられる。

動機づけの理論 

本研究では，動機づけ研究の知見の中で，以下の 5 つ

の要因について取り上げ，教師の働きかけを整理する。

ここでは，これらの動機づけ要因について，特に教師

の働きかけにつながる部分に注目して概説する。

1. 期待（Expectancy）  
2. 課題価値（Task value）
3. 自律性・自己決定感（Autonomy・Self-determination）
4. 達成目標（Achievement goal）
5. 社会的動機づけ（Social motivation）

まず，期待と課題価値については，動機づけの認知

的要因として，盛んに研究がなされてきたものである。

課題に対する主観的な成功確率の認知である「期待」

と課題に対する主観的な価値づけである「価値」との

積によって動機づけの高さが規定されるという期待×

価値理論の枠組みは，動機づけ研究におけるグランド

セオリーともなるものである。これまでの研究では，

期待と価値の要因をともに扱った研究が存在するとと

もに(e.g., Atkinson, 1964)，多くの研究においては期待や

課題価値を個別に扱った検討が進められてきている。

このうち，期待と価値の要因をともに扱った Atkinson 
の研究では，期待（主観的成功確率）の高さと価値の高

さが逆比例の関係を示すという仮定から，期待（主観

的成功確率）が 50%のとき，期待×価値により導かれ

る，成功達成へのやる気の高さが最も高くなると論じ

られている。

行動による将来の結果の予測である「期待」に特に

目を向けた概念として，学習性無力感(セリグマン，

1985)，自己効力感(Bandura，1977)が挙げられる。学習

性無力感に関する研究においては，行動と結果がつな

がっているという認識である「随伴性の認知」が行動

への動機づけに強く関わっていることが示されている

(セリグマン，1985)。そして，これは，自らの働きかけ

が効果的に環境と交渉できているという感覚である

「有能感」の感覚(Harter, 1978)にもつながるものである。

また，Bandura(1977)は期待概念を精緻化し，ある行動

が望ましい結果をもたらすだろうという「結果期待」

とその行動自体を適切に行うことができるだろうとい

う「効力期待」に弁別している。その中で，特に後者の

重要性を指摘し，「自己効力感」という概念を提案して

いる。なお，Bandura（1977）によると，自己効力感に

つながる先行要因として，実際に成功/失敗するという

「遂行行動の達成」，他者の成功/失敗を目にするとい

う「代理的経験」，他者からの言語的な関わりや暗示に

よる「言語的説得」，感情や生理的状態による「情動的

喚起」を挙げており，これらは自己効力感に働きかけ
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したり(伊藤, 2009)，他者から得られた支援が分かるよ

うにすることで高められていくことが期待される。

動機づけ支援の場面 

 小中学校での実践において，児童に対して教師が動

機づけ支援を行おうとする際，「授業前（授業構想）」，

「授業中」，「授業後（評価・フィードバック）」，「授業

外学習（宿題等）」，「一般的な場面（教科の授業以外の

場面）」の 5 つの場面が想定できると考えられる。

 「授業前（授業構想）」は，実際に授業を行う前段階

のことで，どのようなカリキュラムで授業を構成する

か，その授業でどのように学習を進めるかを構想する

場面である。実際に授業を行う前から計画的に動機づ

け支援を単元や授業の中に組み込んでおく必要がある

と考えられる。

 「授業中」は，文字通り，実際に授業を行なっている

場面である。ここでは，他の場面に比べ，児童の実態に

応じた臨機応変な動機づけ支援が必要であると考えら

れる。そこで，「授業中」については，さらに細分化し

て場面を整理した。まず，授業を「導入」，「展開」，「ま

とめ」の 3 つの場面に分けた。さらに，「展開」におい

ては，「全体」で学習を進めている場面，「個人」で学習

を進めている場面，「グループ学習」を行なっている場

面にわけ，それぞれの場面で想定される動機づけ支援

について整理した。

 「授業後（評価・フィードバック）」は，授業での成

果物に対して評価コメントをしたり，児童に対して授

業のフィードバックを行ったりする場面である。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」は，予習や復習

といった宿題等の授業外での課題を与える場面を想定

している。なお，教師が欠席する際に自習の課題を示

す場面もこれに該当すると考えられる。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」は，行事

への取り組みの場面や，休み時間など授業以外の場面

を想定している。教師は，授業中だけでなく，普段の児

童との関わりから，動機づけ支援について考慮するこ

とが必要だと考えられる。

 本研究では，以上のそれぞれの場面について，先に

挙げた動機づけの観点から，具体的にどのような働き

かけができるか考える。

具体的な動機づけ支援 

  先述の 5 つの動機づけに関する，各場面における動

機づけ支援となる働きかけを「動機づけマトリックス」

に整理した（表 1）。表中の○は行うべき働きかけであ

ることを，●は避けるべき働きかけであることを示し

ている。また，各項目の末尾【】内に，その項目に関わ

る動機づけの知見を記載した。

 ここでは「動機づけマトリックス」の内容を，各列に

ついて説明する。その後，各行の特徴についてまとめ

る。

１. 期待（Expectancy）
まず「授業前（授業構想）」においては，明確に構想

を持ち，単元や授業単位で，学習の手順や流れを児童

に示せるように準備しておくことが大切である。児童

は示された学習の手順や流れを参考にして，近い目標

を持つことができ，必要な行動をうまく遂行できると

いう「自己効力感」を高めることができる。また，実際

に自らの行動によってうまく遂行できた場合は「自己

効力感」「有能感」が高まると考えられる。課題の難易

度について，難しすぎる課題は，何度行っても達成で

きず無力感につながってしまう。一方で，簡単すぎる

課題は，興味を減衰させてしまう可能性があるため注

意は必要であるが，多くの児童が達成できそうだとい

う「自己効力感」をもてることから，難しすぎる課題よ

りは好ましいといえる。課題の難易度についても，授

業前の構想段階で考慮しておく必要がある。

 「授業中」の「導入」時においては，「有能感」や「自

己効力感」に働きかける観点から，児童が学習内容を

「できそう」と捉えることが大切である。そのために，

身近な事例を題材としたり，具体物を示しながら説明

したり，既有知識との関連を示したりすることが有効

である。また，授業において「めあて」を示すことがあ

るが，児童が何をすれば良いか明確にわかるものにす

ることも大切である。さらに，「授業前（授業構想）」段

階で考えておいた，学習の手順や流れを示すことも効

果的だと考えられる。一方で，注意しなければならな

いのが過度な情動的喚起を促すことである。例えば，

ノルマを強調するなどの緊張や不安を駆り立てること

は，児童のパフォーマンスに負の影響を与える。

 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，教師が，学級全体の「有能感」や

「自己効力感」について働きかけることができる。ま

ず，児童の現在取り組んでいる学習が，学習の流れの

中でどこに位置づくのかを示すことで，学習の見通し

を持つ手助けになる。また，代表児童が教師とともに

課題解決をする姿を示すことや，他の児童ができるよ

うになった過程を示すこと（コーピングモデル）が「自

分にもできる」という「自己効力感」を高めることにつ

ながる（代理的経験）。一方で，先述の通り，過度な情

動的喚起は避けるべきである。

 「個人」で学習を進めている場面では，教師が個別の

学習支援を行う場面を想定している。また，課題に取

りかかれない児童については，課題をスモールステッ
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プに分け，近い目標を示すことが有効である。そして，

小さい段階に分けた課題をひとつずつ解決していくこ

とで，「有能感」や「自己効力感」を高めながら課題に

取り組むことができると期待できる。また，学習者が

懸命に取り組んでも，結果につながらなかった際は，

その努力ができたということを認めることで「自己効

力感」を育むことにつながると考えられる。一方で，過

度な支援は，自らの行動がなくても結果が得られるた

め，「有能感」や「自己効力感」を育むことにつながら

ない。支援の必要性に加えて，過度の支援を行わない

よう教師は配慮する必要がある。

 「グループ学習」の場面では，先述の「全体」や「個

人」への働きかけを応用することができる。課題に取

りかかれないグループについても，課題をスモールス

テップに分け，近い目標を示すことが有効である。そ

して，小さい段階に分けた課題をひとつずつ解決して

いくことで，「有能感」や「自己効力感」を高めながら

グループで課題に取り組むことが期待できる。また，

グループで懸命に取り組んでも，結果につながらなか

った際は，その努力ができたことを認めることで「自

己効力感」を育むことにつながると考えられる。一方

で，過度なグループへの支援は，グループでの行動が

なくても結果が得られるため，「有能感」や「自己効力

感」を育むことにつながらない。さらに，グループ内で

助け合い，他者が課題解決できるようになる姿を見る

ことや，他のグループができるようになった過程を示

すこと（コーピングモデル）で「自分のグループも成果

を挙げられる」という「自己効力感」を高めることにつ

ながると考えられる（代理的経験）。

 「授業中」の「まとめ」においては，「ふりかえり」

を行うことが有効である。発達段階にもよるが，「ふり

かえり」を通して，自らの成長を客観的に捉え，振り返

ることで「有能感」や「自己効力感」を育むことにつな

がる。また，まとめにおいて授業での成果を確認する

にあたり，連帯責任を負わせる様な，自分の頑張りが

全体の成果につながらない働きかけは，自らの行動が

結果につながりにくい状況を生み出すため望ましくな

い。

 「授業後（評価・フィードバック）」は，学習成果を

評価したり，児童にフィードバックを与えたりする際

に「有能感」や「自己効力感」に働きかけることを考慮

すべきである。先述のように，学習者が懸命に取り組

んだが，結果につながらなかった場合，その努力を認

めることが必要である。一方で，努力していないにも

関わらず，褒める等の報酬を与えることや，過度に支

援することは避けなければならない。また，褒めると

いう働きかけを行う場合は，できる限り客観的な情報

で成果を示し，過度に自尊心に働きかける様なものは

避けることが望ましい。さらに，テストの平均点のよ

うな相対評価につながる情報を示すことは，他者との

比較によって学習成果を認識することを促すため，避

けるべきである。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，課題を与

える際の難易度について考慮することが重要である。

難しすぎる課題が有効でないことは先述の通りである。

適度な難易度の課題を与えることが望まれるが，その

手立てとして，複数の難易度の課題から，児童が選択

できるようにすることが考えられる。また，次の学習

内容を明示し，予習に取り組ませることや，学習支援

が必要な児童については，授業前に教師とともに予習

をすることで，「できる」という認識をもって次の学習

内容に向かうことができると考えられる。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」での働き

かけは，学習以外の場面でも，児童が「有能感」や「自

己効力感」を育み，自信を持って生活していくために

重要である。そのために，教師は児童の成長や成果を

上げた場面を見逃さず価値づける必要がある。また，

行事等の授業の枠に収まらない活動の場合であっても，

行事当日までの計画を示し，児童が見通しを持って取

り組めるよう配慮することが大切である。

２. 課題価値（Task value）
「課題価値（Task value）」については，「興味価値

（Interest value）」と「有用性価値（利用価値；Utility 
value）」に分けて整理した。

2．1 興味価値（Interest value）
「授業前（授業構想）」においては，まず，児童の学

習状況や興味の対象を適切に把握することが大切であ

る。例えば，どのような既有知識を持っているのか，ど

のような学習状況なのか，どのようなものに興味を持

っているのかを把握しておくことである。それを元に

して，既有知識とのずれを考慮した課題設定や，適切

な難易度設定，興味に即した事例や事象を用意するな

どの準備をすることができる。そのことが，興味価値

に働きかける授業を構想することにつながる。

 「授業中」の「導入」時には，いかに児童の興味を喚

起するかを考慮することが必要である。例えば，既有

知識と関連がありつつ，既有知識とのずれ（意外性）が

ある教材を扱うことで，興味価値に働きかけることが

できると期待できる。一方で，ずれが大きくなりすぎ

ないよう学習者の実態から乖離した内容を扱わないよ

う注意が必要である。また，学習者の興味に則した，学

習内容に関連のある事例や事象を扱うことも有効であ

る。さらに，教師自身が興味深いと思う事例を示すこ

とで，児童が新たな視点で物事を捉えることを促し，

新たな興味を生み出すことが期待される。

鈴村 一将・中西 良文

したり(伊藤, 2009)，他者から得られた支援が分かるよ

うにすることで高められていくことが期待される。

動機づけ支援の場面 

 小中学校での実践において，児童に対して教師が動

機づけ支援を行おうとする際，「授業前（授業構想）」，

「授業中」，「授業後（評価・フィードバック）」，「授業

外学習（宿題等）」，「一般的な場面（教科の授業以外の

場面）」の 5 つの場面が想定できると考えられる。

 「授業前（授業構想）」は，実際に授業を行う前段階

のことで，どのようなカリキュラムで授業を構成する

か，その授業でどのように学習を進めるかを構想する

場面である。実際に授業を行う前から計画的に動機づ

け支援を単元や授業の中に組み込んでおく必要がある

と考えられる。

 「授業中」は，文字通り，実際に授業を行なっている

場面である。ここでは，他の場面に比べ，児童の実態に

応じた臨機応変な動機づけ支援が必要であると考えら

れる。そこで，「授業中」については，さらに細分化し

て場面を整理した。まず，授業を「導入」，「展開」，「ま

とめ」の 3 つの場面に分けた。さらに，「展開」におい

ては，「全体」で学習を進めている場面，「個人」で学習

を進めている場面，「グループ学習」を行なっている場

面にわけ，それぞれの場面で想定される動機づけ支援

について整理した。

 「授業後（評価・フィードバック）」は，授業での成

果物に対して評価コメントをしたり，児童に対して授

業のフィードバックを行ったりする場面である。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」は，予習や復習

といった宿題等の授業外での課題を与える場面を想定

している。なお，教師が欠席する際に自習の課題を示

す場面もこれに該当すると考えられる。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」は，行事

への取り組みの場面や，休み時間など授業以外の場面

を想定している。教師は，授業中だけでなく，普段の児

童との関わりから，動機づけ支援について考慮するこ

とが必要だと考えられる。

 本研究では，以上のそれぞれの場面について，先に

挙げた動機づけの観点から，具体的にどのような働き

かけができるか考える。

具体的な動機づけ支援 

  先述の 5 つの動機づけに関する，各場面における動

機づけ支援となる働きかけを「動機づけマトリックス」

に整理した（表 1）。表中の○は行うべき働きかけであ

ることを，●は避けるべき働きかけであることを示し

ている。また，各項目の末尾【】内に，その項目に関わ

る動機づけの知見を記載した。

 ここでは「動機づけマトリックス」の内容を，各列に

ついて説明する。その後，各行の特徴についてまとめ

る。

１. 期待（Expectancy）
まず「授業前（授業構想）」においては，明確に構想

を持ち，単元や授業単位で，学習の手順や流れを児童

に示せるように準備しておくことが大切である。児童

は示された学習の手順や流れを参考にして，近い目標

を持つことができ，必要な行動をうまく遂行できると

いう「自己効力感」を高めることができる。また，実際

に自らの行動によってうまく遂行できた場合は「自己

効力感」「有能感」が高まると考えられる。課題の難易

度について，難しすぎる課題は，何度行っても達成で

きず無力感につながってしまう。一方で，簡単すぎる

課題は，興味を減衰させてしまう可能性があるため注

意は必要であるが，多くの児童が達成できそうだとい

う「自己効力感」をもてることから，難しすぎる課題よ

りは好ましいといえる。課題の難易度についても，授

業前の構想段階で考慮しておく必要がある。

 「授業中」の「導入」時においては，「有能感」や「自

己効力感」に働きかける観点から，児童が学習内容を

「できそう」と捉えることが大切である。そのために，

身近な事例を題材としたり，具体物を示しながら説明

したり，既有知識との関連を示したりすることが有効

である。また，授業において「めあて」を示すことがあ

るが，児童が何をすれば良いか明確にわかるものにす

ることも大切である。さらに，「授業前（授業構想）」段

階で考えておいた，学習の手順や流れを示すことも効

果的だと考えられる。一方で，注意しなければならな

いのが過度な情動的喚起を促すことである。例えば，

ノルマを強調するなどの緊張や不安を駆り立てること

は，児童のパフォーマンスに負の影響を与える。

 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，教師が，学級全体の「有能感」や

「自己効力感」について働きかけることができる。ま

ず，児童の現在取り組んでいる学習が，学習の流れの

中でどこに位置づくのかを示すことで，学習の見通し

を持つ手助けになる。また，代表児童が教師とともに

課題解決をする姿を示すことや，他の児童ができるよ

うになった過程を示すこと（コーピングモデル）が「自

分にもできる」という「自己効力感」を高めることにつ

ながる（代理的経験）。一方で，先述の通り，過度な情

動的喚起は避けるべきである。

 「個人」で学習を進めている場面では，教師が個別の

学習支援を行う場面を想定している。また，課題に取

りかかれない児童については，課題をスモールステッ
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 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，教師が児童の状況を適切に把握し

ながら興味価値を高める働きかけを行うことが大切で

ある。導入時で示したように，既有知識との関連や適

度なずれのある課題が有効であるが，それらを扱う場

合，児童の状況を観察しながら，児童がその関連やず

れを認識できるように働きかける必要がある。また，

課題の難易度については，児童の学習状況を分析し，

適宜適切なものに修正していくことが大切である。さ

らに，学習者の持っている興味を惹きつけるような事

例や事象を扱う際は，学習内容の本質から離れた部分

に対する興味を喚起しすぎないよう注意が必要である

(Blumenfeld et al., 2006)。
 「個人」で学習を進めている場面では，「全体」で学

習を進めている場面と同様の働きかけを児童個人に対

して行うことが可能だと考えられる。例えば，机間指

導の際に，既有知識との関連を示すことや，児童にと

って適切な難易度であると捉えられるように支援をす

ることができる。さらに，児童の個人的興味に応じた

事例や事象を用いて課題を説明することも有効である。

 「グループ学習」の場面では，先述の「全体」や「個

人」への働きかけを応用することができる。例えば，既

有知識との関連を示すことや，児童にとって適切な難

易度であると捉えられるように支援をすることができ

る。また，グループ学習において，自分の考えと違う考

えに触れること自体が，既有知識とのずれを感じるこ

とになり，意欲を向上させることにつながる。したが

って，グループで活発な意見交流が起こるような課題

を設定することも有効である。

 「授業中」の「まとめ」においても，これまでの場面

と同様に，既有知識との適度なずれや個人的な価値を

考慮して働きかけることが大切である。例えば，本時

の学習に関連する学習内容や事象を紹介したり，まと

めの場面で児童の興味に則した事例を扱うことで興味

価値に働きかけたりすることができる。

 「授業後（評価・フィードバック）」では，児童のふ

りかえりや成果物の中から，教師が興味深いと考えた

箇所を伝えることが有効である。そうすることで，児

童自身が気づいていない部分に価値があることを示し，

新たな興味の視点を示すことができる。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，まず適度

な難易度の課題を設定することが重要である。「自己効

力感」に働きかける意味では，難しすぎるものは避け

るほうが望ましいが，「課題価値」の面からは簡単すぎ

る課題には，児童が価値を見いだせない。したがって，

教師は児童にとって適切な難易度の課題を見極める必

要がある。また，一見関連がなさそうだが，既習内容を

活用する様な，意外性のある課題や，児童が興味を持

ちそうな事例や事象を扱うことも有効である。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」での働き

かけとして，例えば，児童にいつもと違うことにチャ

レンジする重要性を伝えることで，すでに知っている

知識の枠から外へと興味を広げていくことが意識づけ

られると考えられる。そうすることが，様々な事柄に

興味を持って取り組む素地となると期待される。

2．2 有用性価値（利用価値；Utility value）
「授業前（授業構想）」において，授業の中で獲得し

た知識やスキルを用いて，課題解決する場面をあらか

じめ想定して，単元や授業を構想することが大切であ

る。学んだことに有用性があると感じることは，学習

意欲を高めることにつながる。また，既習内容が現在

の学習と関連することを示したり，既習内容の発展と

して現在の学習があることを示したりすることも大切

である。そのために，教師は学習内容の系統性や関連

を授業前に把握しておく必要がある。

 「授業中」の「導入」時には，具体物や具体的な場面

を想定した事例を用いることが有効である。児童が実

生活とのつながりを意識できることで，学習すること

の有用性を感じると予想される。反対に児童に馴染み

がない具体物や事例を用いても，学習の有用性を感じ

ることには繋がらない。  
 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，児童の生活やこれからのキャリア

形成において，学習したことがどのように活用できる

かを伝えたり，それを児童自身が調べたりする機会を

設けることが大切である。それに加えて，教師自身が

現在の学習内容を活用した場面を伝えることでも，児

童が学ぶことの有用性を感じることにつながる。一方

で，学習することが役に立たないといった発言は避け

るべきである。

「個人」で学習を進めている場面でも，「全体」で学

習を進めている場面と同様，学習することが児童にと

って有益であると伝えることが大切である。その際，

教師自身が学習内容を活用した場面を伝えることも効

果的だと考えられる。

 「グループ学習」の場面では，「全体」や「個人」で

の学習と同様，学習することの有用性を伝えることが

大切である。さらに，「グループ学習」自体の有用性を

伝えることも効果的である。グループ学習では，多様

な成員からなるグループにおいて，人間関係を形成す

る能力が必要となるが，それ自体が社会でも求められ

るスキルである。また，グループ学習の手法である，ジ

グソー学習など，他者に伝えるために学ぶ状況を作る

ことで，学ぶことの有用性を意識させ，学習意欲を高

められると考えられる。
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 「授業中」の「まとめ」の場面においては，有用性を

示すために，学習したことが活用されている事例を示

したり，実際に学習したことを活用する体験的な活動

を行ったりすることが考えられる。

 「授業後（評価・フィードバック）」でも，学習した

ことの現実的な場面での活用例を示しながら評価やフ

ィードバックをすることが望ましいといえる。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，何のため

にこの宿題をするのかという目的も示すことが大切で

ある。さらに，その目的がこれまでの内容を活用する

ものであったり，次の学習に活かせるものであったり

すると，より有用性を感じることができるであろう。  
 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」での働き

かけとしては，学習した内容が活用できる場面でその

ことを伝えることや，児童が学習したことを活用して

いる場面を認めることなどが考えられる。

３. 自律性・自己決定感（Autonomy・Self-determination）
「授業前（授業構想）」においては，児童の自律性が

保障される場面を想定して，単元や授業を構想する必

要がある。具体的には，児童が自己決定できる場面や

児童が選択できる課題を，事前に用意しておくことで

ある。また，理想的には，児童の要望に応じた授業を行

うことが求められるが，現実的には難しい。そこで，教

室に次の学習内容に関わる教材を置いておく等の児童

の関心を引き出す方策を行うことも有効であると考え

られる。

 「授業中」の「導入」時には，児童が取り組んでみた

いと思える様な教材を用いることや，課題を見い出し

やすい事例，事象を示すことが求められる。また，単元

や授業の中に自己決定できる場面があることを，導入

時に伝えておくことも児童の意欲を高めることにつな

がるであろう。

 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，児童の要望に対して，教師が柔軟

に対応する姿勢を見せることで，児童自身が授業に参

画できるという意識を高め，意欲の向上につながると

期待される。

 「個人」で学習を進めている場面では，児童に学習の

方法，達成レベルを選択させる等の働きかけをするこ

とで自己決定感を高めることができると考えられる。

 「グループ学習」の場面では，「個人」で学習する場

面と同様に，グループで学習の方法や達成レベルを選

択させる等の働きかけをすることで，自己決定感を高

めることができると思われる。さらに，グループ内で

の役割分担について，目的を達成するためには，どん

な役割が必要か児童自身に考えさせ，決めさせること

で，自律性や自己決定感を高められると考えられる。

 「授業中」の「まとめ」において，学習内容をまとめ

るとともに，ふりかえり等の機会で，その学習内容を

ふまえてさらに学んでみたいことについて，考えさせ

るといった工夫も考えられる。その際，自分自身で，学

んでみたいと思って学ぶのが効果的であることを合わ

せて伝えることも重要だと考えられる。

 「授業後（評価・フィードバック）」では，授業の感

想やふりかえりをもとに，児童が新たに取り組みたい

と思ったことにできる限り対応することが大切である。

児童自身がしたいと思ったことをできる環境であるこ

とが，児童の自律性や自己決定感につながると想定さ

れる。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，課題の難

易度を量的にも質的にも選択できるようにするという

工夫が考えられる。また，内容に自由度を持たせるこ

とも自律性や自己決定感を高めることにつながると予

想される。一方で，自由度が高くなると見通しが持て

なくなる児童に対しては，例を示すなどにより，自分

自身でできるということを支援する働きかけも必要だ

と考えられる。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」での働き

かけとしては，教師が児童の要望に柔軟に対応する姿

勢を示すことや，学校や学級で自分の学びたいことが

学べると示すことなどが考えられる。

４. 達成目標（Achievement goal）
「授業前（授業構想）」においては，単元や授業の中

で，児童が学習を通して成長したことを伝える機会や，

児童自身が成長したことを認識できる場面を計画して

おく必要がある。そうすることで，児童が増大的知能

観を持つことにつながり，努力することや熟達するこ

とを目標として意欲を維持できると期待される。

 「授業中」の「導入」時には，単元や授業を通して，

児童がどのように成長することができるかを示すこと

が大切である。学習を通して成長することができ，そ

の成長自体を目的とすることで，増大的知能観を育む

ことにつながると思われる。また，児童とともに単元

の学習計画を立てるといった活動は，児童が単元全体

を見通して，どんな力が育つのか自覚できるため，有

効であると考えられる。さらに，「正解すること」や「間

違わないこと」といった成否を目標とするのではなく，

「学んで出来るようになること」や「成長すること」を

目標とすることが重要である。加えて，「〜しない」と

いった回避目標ではなく，「〜する」や「〜できる」と

いった接近目標を示すことも大切だと考えられる。

 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，教師が意識的に，能力は高めるこ

とができると伝えることが大切である。また，教師が
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 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，教師が児童の状況を適切に把握し

ながら興味価値を高める働きかけを行うことが大切で

ある。導入時で示したように，既有知識との関連や適

度なずれのある課題が有効であるが，それらを扱う場

合，児童の状況を観察しながら，児童がその関連やず

れを認識できるように働きかける必要がある。また，

課題の難易度については，児童の学習状況を分析し，

適宜適切なものに修正していくことが大切である。さ

らに，学習者の持っている興味を惹きつけるような事

例や事象を扱う際は，学習内容の本質から離れた部分

に対する興味を喚起しすぎないよう注意が必要である

(Blumenfeld et al., 2006)。
 「個人」で学習を進めている場面では，「全体」で学

習を進めている場面と同様の働きかけを児童個人に対

して行うことが可能だと考えられる。例えば，机間指

導の際に，既有知識との関連を示すことや，児童にと

って適切な難易度であると捉えられるように支援をす

ることができる。さらに，児童の個人的興味に応じた

事例や事象を用いて課題を説明することも有効である。

 「グループ学習」の場面では，先述の「全体」や「個

人」への働きかけを応用することができる。例えば，既

有知識との関連を示すことや，児童にとって適切な難

易度であると捉えられるように支援をすることができ

る。また，グループ学習において，自分の考えと違う考

えに触れること自体が，既有知識とのずれを感じるこ

とになり，意欲を向上させることにつながる。したが

って，グループで活発な意見交流が起こるような課題

を設定することも有効である。

 「授業中」の「まとめ」においても，これまでの場面

と同様に，既有知識との適度なずれや個人的な価値を

考慮して働きかけることが大切である。例えば，本時

の学習に関連する学習内容や事象を紹介したり，まと

めの場面で児童の興味に則した事例を扱うことで興味

価値に働きかけたりすることができる。

 「授業後（評価・フィードバック）」では，児童のふ

りかえりや成果物の中から，教師が興味深いと考えた

箇所を伝えることが有効である。そうすることで，児

童自身が気づいていない部分に価値があることを示し，

新たな興味の視点を示すことができる。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，まず適度

な難易度の課題を設定することが重要である。「自己効

力感」に働きかける意味では，難しすぎるものは避け

るほうが望ましいが，「課題価値」の面からは簡単すぎ

る課題には，児童が価値を見いだせない。したがって，

教師は児童にとって適切な難易度の課題を見極める必

要がある。また，一見関連がなさそうだが，既習内容を

活用する様な，意外性のある課題や，児童が興味を持

ちそうな事例や事象を扱うことも有効である。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」での働き

かけとして，例えば，児童にいつもと違うことにチャ

レンジする重要性を伝えることで，すでに知っている

知識の枠から外へと興味を広げていくことが意識づけ

られると考えられる。そうすることが，様々な事柄に

興味を持って取り組む素地となると期待される。

2．2 有用性価値（利用価値；Utility value）
「授業前（授業構想）」において，授業の中で獲得し

た知識やスキルを用いて，課題解決する場面をあらか

じめ想定して，単元や授業を構想することが大切であ

る。学んだことに有用性があると感じることは，学習

意欲を高めることにつながる。また，既習内容が現在

の学習と関連することを示したり，既習内容の発展と

して現在の学習があることを示したりすることも大切

である。そのために，教師は学習内容の系統性や関連

を授業前に把握しておく必要がある。

 「授業中」の「導入」時には，具体物や具体的な場面

を想定した事例を用いることが有効である。児童が実

生活とのつながりを意識できることで，学習すること

の有用性を感じると予想される。反対に児童に馴染み

がない具体物や事例を用いても，学習の有用性を感じ

ることには繋がらない。  
 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，児童の生活やこれからのキャリア

形成において，学習したことがどのように活用できる

かを伝えたり，それを児童自身が調べたりする機会を

設けることが大切である。それに加えて，教師自身が

現在の学習内容を活用した場面を伝えることでも，児

童が学ぶことの有用性を感じることにつながる。一方

で，学習することが役に立たないといった発言は避け

るべきである。

「個人」で学習を進めている場面でも，「全体」で学

習を進めている場面と同様，学習することが児童にと

って有益であると伝えることが大切である。その際，

教師自身が学習内容を活用した場面を伝えることも効

果的だと考えられる。

 「グループ学習」の場面では，「全体」や「個人」で

の学習と同様，学習することの有用性を伝えることが

大切である。さらに，「グループ学習」自体の有用性を

伝えることも効果的である。グループ学習では，多様

な成員からなるグループにおいて，人間関係を形成す

る能力が必要となるが，それ自体が社会でも求められ

るスキルである。また，グループ学習の手法である，ジ

グソー学習など，他者に伝えるために学ぶ状況を作る

ことで，学ぶことの有用性を意識させ，学習意欲を高

められると考えられる。
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自身の経験を交えて，具体的に，努力することが成長

につながると示すことも効果的だと思われる。さらに

「導入」で示したのと同様に，「授業中」の各場面でも，

成否ではなく「成長すること」を目標として示したり，

好ましい姿を接近目標として示したりすることが求め

られる。

 「個人」で学習を進めている場面では，客観的に見た

その児童の成長を伝えることが増大的知能観を育むこ

とにつながると想定される。

 「グループ学習」の場面では，「個人」への働きかけ

と同様，客観的に見たそのグループの成長を伝えるこ

とが増大的知能観を育むことにつながると想定される。

また，グループ学習を通して，グループでうまく協同

するスキルが熟達していることを伝えるのも有効であ

ると考えられる。

 「授業中」の「まとめ」において，「振り返り」の中

で，児童自身に努力したことや成長したことを記述さ

せたり，児童間で互いの努力や成長を認め合う活動を

行ったりすることで，増大的知能観を育むことができ

ると考えられる。また，1 枚ポートフォリオ評価（OPPA; 
堀, 2019）などの，児童自身が成長を継続的に記録する

ようなワークシートの活用も効果的だと思われる。

 「授業後（評価・フィードバック）」では，才能や能

力，テストの点数を認める様な言動は控え，努力の過

程や成長したことを認めるようなフィードバックを与

えることが大切だと考えられる。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，例えば宿

題や課題の点検をする際に，コメント等で以前に比べ

て成長しているところを認めることが，児童の増大的

知能観を育むことにつながるであろう。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」での働き

かけとして，学習以外の場面であっても，努力する姿

や，成長したことを見逃さずに，認めることが大切だ

と考えられる。

５. 社会的動機づけ（Social motivation）
「授業前（授業構想）」においては，社会的動機づけ

を促すためにグループ学習の機会を，単元や授業の中

で計画的に位置付けておくことが大切だと考えられる。

 「授業中」の「導入」時には，学習課題に取り組む上

での社会的価値について触れることが効果的だと思わ

れる。他者の役に立つことを価値づけることで，他者

志向的動機を喚起することがねらいである。

 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，教師が全体に対して説明している

ことがその後のグループ学習で他者に貢献するために

必要であると強調することで，他者志向的動機につな

がると予想される。

 「個人」で学習を進めている場面では，「全体」で学

習を進めている場面と同様，個人での学習が，その後

のグループ学習で他者に貢献するために必要であると

強調することで，他者志向的動機につながると予想さ

れる。また，グループ学習に貢献しようと学習する姿

を認め，他の児童に伝えることも有効だと考えられる。

 「グループ学習」の場面では，心構えとして，協力す

る（仲良く取り組む）だけでなく，課題解決に向けて協

同することが大切であると伝えることで，他者志向的

動機を喚起できると考えられる。また，それぞれの児

童に役割を与えたり，自分達で役割分担をさせたりす

ることで，協同のためにすべきことが明確になり，親

和動機や他者志向的動機を喚起できると考えられる。

さらに，協同する良いグループの姿を認め，他の児童

に伝えることも有効であると思われる。

 「授業中」の「まとめ」においては，「振り返り」の

中で，周りの児童との関わりを通して，自分の学びが

深まったことを記述させる等の，他者の貢献を意識す

る機会を設けることが大切であると考えられる。様々

な児童の協同によって，みんなの理解が深まったり，

課題を解決できたりしたことを伝えることで，親和動

機や他者志向的動機を喚起できると思われる。

 「授業後（評価・フィードバック）」では，児童の努

力や成長に加えて，グループや学級への寄与について

もフィードバックの観点に加えることで，社会的動機

づけにつなげることができると期待される。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，その後の

グループ学習にも必要なものであることを強調するこ

とで，他者志向的動機につなげられると予想される。

「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」では，学

校行事や学年，学級での取り組みの中で，児童が協同

する機会を設けることが有効だと思われる。その中で，

児童が周囲に貢献する姿を認めることや，児童自身が

協同して課題解決する活動を通して，親和動機や他者

志向的動機を喚起できると考えられる。

６. 各行の特徴

「授業前（授業構想）」では，各動機づけの観点にお

いて，どの様な動機づけ支援を単元や授業の中に組み

込むことができるかが示されている。ただし，教師が

動機づけ支援を計画的に取り入れるためには，単元や

授業の流れをイメージしていなければならない。どの

ような力を育むことを目的とするのかを明確にした上

で，効果的な動機づけ支援を踏まえて，教材を選定し

たり単元や授業の流れを構想したりすることが必要で

ある。そのためには，教科内の系統性や教科横断的な

視点で，適切な教材を選んだり，開発したりするため

に教材研究を十分に行うことが求められる。
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 「授業中」の「導入」は，学びとの出会いの場面でも

ある。各動機づけの観点に関する働きかけを通じて，

より自律性の高い動機づけを喚起することが期待でき

る。また，授業の「めあて」を示すことが多い場面であ

り，児童をどのように学習課題につなげていくかとい

う視点での働きかけが中心となる。さらに，単元や授

業の見通しを示す場面としても重要である。見通しを

持たせることで，自己効力感を高めるだけでなく，今

後の学習の中で，児童の自律性が保障されることや成

長できること，そして，より良い関係性が求められる

ことなどが伝えられる。

 「授業中」の「展開」において，「全体」に働きかけ

る場面では，教師が児童に対して，言語的支援や視覚

的支援を組み合わせてどのように働きかけることが有

効か示されている。中でも，様々なモデリングを通し

た代理的経験に関する働きかけが多いように思われる。

また，教師自身が，学習内容の有用性を理解していた

り，児童の自律性を大切だと考えていたり，増大的知

能観を有していたりするなどの教師の姿勢が児童の動

機づけに影響することもここでは重要なポイントとなる。

 「個人」に働きかける場面では，児童の学習の様子を

丁寧に見ながら，適切なフィードバックを与えること

で動機づけを喚起することが主なねらいとなる。児童

個々への働きかけであるため，それぞれの学習状況や

性格を考慮し，適切な働きかけを行うことが求められ

る。

「グループ学習」の場面では，グループ単位の学習活

動を促進するための働きかけが中心となり，個々のグ

ループへの働きかけと，良いグループの姿を全体に共

有する働きかけとに大別できる。また，社会的動機づ

けに影響を及ぼしやすい学習形態であることを考慮し

て，他者志向的動機や親和動機に関する働きかけが特

に有効だと考えられる。

「授業中」の「まとめ」では，主に「振り返り」をす

る際，教師が観点を示すことで，児童がその観点に関

する自身の学びに自覚的になることが主なねらいとな

る。また，学習内容をまとめることに加えて，学習した

ことが，その単元や授業の外にも開かれていると伝え

ることも大切だと考えられる。

 「授業後（評価・フィードバック）」では，競争やラ

ンク付けといった手法や報酬・罰を与えることは避け，

言語的な報酬を中心に，努力や成長を認めることが大

切となってくる。また，「振り返り」等をもとに児童自

身が気づいていない成長を伝えることも大切だと考え

られる。しかし，テストや通知表は児童に提示せざる

をえない。その際は，点数や評定は到達度評価である

ことや，現時点での評価であり変化しうるものである

ことを伝える必要があると思われる。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，各動機づ

けについて，主に課題設定の工夫が働きかけとして示

されている。ただし，適切な課題設定を行うためには，

児童の学習状況の把握が不可欠であり，日々の実践の

中で丁寧に児童の観察をすることが求められる。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」は，全て

の教育活動における教師と児童との関わりの中で，動

機づけに働きかけることができると示すために設定し

たものである。授業だけではない様々な場面での教師

の働きかけは，児童が持つ授業場面に限らない学習へ

の動機づけを高めることにつながると考えられる。

単元を取り上げた動機づけ支援のまとめ 

「動機づけマトリックス」（表 1）の内容をより具体

的にイメージしやすくする目的で，具体的な授業場面

を想定して，「動機づけマトリックス（理科『振り子の

運動』）」（表 2）を作成した。ここでは，「動機づけマト

リックス（理科『振り子の運動』）」（表 2）について，

他の教科内容であっても同様である働きかけは省き，

独自性がある働きかけを中心に説明する。

具体的な授業場面として，小学校第 5 学年「振り子

の運動」の単元を取り上げた。理科の授業は，全体・個

人・グループの学習場面を設けることができ，様々な

場面での働きかけの具体例を示すことができると考え

られる。また，「振り子の運動」では実験場面において，

児童の自己決定の場面を設定しやすいと考えられるこ

とから，本単元を選定した。

１. 期待（Expectancy）
「授業前（授業構想）」において，本単元では，振り

子の実験を行うことが想定される。振り子の実験では，

振り子が 1 往復する時間を正確に測ることが求められ

るが，児童にとって振れ幅を測ることや正確に時間を

測ることは簡単な操作ではないと考えられる。従って，

有能感や自己効力感に対して働きかける上で，児童が

的確に実験の操作ができるようにすることや，うまく

操作ができないことを想定した備えをしておくことが

必要である。

「授業中」の「展開」においては，実際の実験の様子

を演示しながら説明することや，ICT機器を活用して，

実験の手順を何度も確認できる動画を用意しておくこ

となどが考えられる。また，実験前に振り子が 1 往復

する時間を測る練習をすることで自己効力感を高めら

れると考えられる。それでも，実験の操作がうまくい

かなかった場合，間違いやすい作業をリストやイラス

ト，あるいは動画を用いて段階的に示し，スモールス

テップで改善できるよう促すことが有効であると考え
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自身の経験を交えて，具体的に，努力することが成長

につながると示すことも効果的だと思われる。さらに

「導入」で示したのと同様に，「授業中」の各場面でも，

成否ではなく「成長すること」を目標として示したり，

好ましい姿を接近目標として示したりすることが求め

られる。

 「個人」で学習を進めている場面では，客観的に見た

その児童の成長を伝えることが増大的知能観を育むこ

とにつながると想定される。

 「グループ学習」の場面では，「個人」への働きかけ

と同様，客観的に見たそのグループの成長を伝えるこ

とが増大的知能観を育むことにつながると想定される。

また，グループ学習を通して，グループでうまく協同

するスキルが熟達していることを伝えるのも有効であ

ると考えられる。

 「授業中」の「まとめ」において，「振り返り」の中

で，児童自身に努力したことや成長したことを記述さ

せたり，児童間で互いの努力や成長を認め合う活動を

行ったりすることで，増大的知能観を育むことができ

ると考えられる。また，1 枚ポートフォリオ評価（OPPA; 
堀, 2019）などの，児童自身が成長を継続的に記録する

ようなワークシートの活用も効果的だと思われる。

 「授業後（評価・フィードバック）」では，才能や能

力，テストの点数を認める様な言動は控え，努力の過

程や成長したことを認めるようなフィードバックを与

えることが大切だと考えられる。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，例えば宿

題や課題の点検をする際に，コメント等で以前に比べ

て成長しているところを認めることが，児童の増大的

知能観を育むことにつながるであろう。

 「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」での働き

かけとして，学習以外の場面であっても，努力する姿

や，成長したことを見逃さずに，認めることが大切だ

と考えられる。

５. 社会的動機づけ（Social motivation）
「授業前（授業構想）」においては，社会的動機づけ

を促すためにグループ学習の機会を，単元や授業の中

で計画的に位置付けておくことが大切だと考えられる。

 「授業中」の「導入」時には，学習課題に取り組む上

での社会的価値について触れることが効果的だと思わ

れる。他者の役に立つことを価値づけることで，他者

志向的動機を喚起することがねらいである。

 「授業中」の「展開」について，「全体」で学習を進

めている場面では，教師が全体に対して説明している

ことがその後のグループ学習で他者に貢献するために

必要であると強調することで，他者志向的動機につな

がると予想される。

 「個人」で学習を進めている場面では，「全体」で学

習を進めている場面と同様，個人での学習が，その後

のグループ学習で他者に貢献するために必要であると

強調することで，他者志向的動機につながると予想さ

れる。また，グループ学習に貢献しようと学習する姿

を認め，他の児童に伝えることも有効だと考えられる。

 「グループ学習」の場面では，心構えとして，協力す

る（仲良く取り組む）だけでなく，課題解決に向けて協

同することが大切であると伝えることで，他者志向的

動機を喚起できると考えられる。また，それぞれの児

童に役割を与えたり，自分達で役割分担をさせたりす

ることで，協同のためにすべきことが明確になり，親

和動機や他者志向的動機を喚起できると考えられる。

さらに，協同する良いグループの姿を認め，他の児童

に伝えることも有効であると思われる。

 「授業中」の「まとめ」においては，「振り返り」の

中で，周りの児童との関わりを通して，自分の学びが

深まったことを記述させる等の，他者の貢献を意識す

る機会を設けることが大切であると考えられる。様々

な児童の協同によって，みんなの理解が深まったり，

課題を解決できたりしたことを伝えることで，親和動

機や他者志向的動機を喚起できると思われる。

 「授業後（評価・フィードバック）」では，児童の努

力や成長に加えて，グループや学級への寄与について

もフィードバックの観点に加えることで，社会的動機

づけにつなげることができると期待される。

 「授業外学習（予習・復習・宿題）」では，その後の

グループ学習にも必要なものであることを強調するこ

とで，他者志向的動機につなげられると予想される。

「一般的な場面（教科の授業以外の場面）」では，学

校行事や学年，学級での取り組みの中で，児童が協同

する機会を設けることが有効だと思われる。その中で，

児童が周囲に貢献する姿を認めることや，児童自身が

協同して課題解決する活動を通して，親和動機や他者

志向的動機を喚起できると考えられる。

６. 各行の特徴

「授業前（授業構想）」では，各動機づけの観点にお

いて，どの様な動機づけ支援を単元や授業の中に組み

込むことができるかが示されている。ただし，教師が

動機づけ支援を計画的に取り入れるためには，単元や

授業の流れをイメージしていなければならない。どの

ような力を育むことを目的とするのかを明確にした上

で，効果的な動機づけ支援を踏まえて，教材を選定し

たり単元や授業の流れを構想したりすることが必要で

ある。そのためには，教科内の系統性や教科横断的な

視点で，適切な教材を選んだり，開発したりするため

に教材研究を十分に行うことが求められる。
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られる。

また，「まとめ」について，実験を行う授業では，結

果を取り扱う際，他のグループと著しく違う値が出る

場合がある。その場合，科学的に思考する上で，再現性

を疑い，原因を追求する姿勢が望ましい。時間的制約

により，児童が再実験することができなくても，教師

が演示する等の対応が必要だと考えられる。その際，

結果が著しく違ったグループや個人を批判するのでは

なく，実験においては様々な要因でうまくいかないこ

とがあると示すことが求められる。

「授業外学習（予習・復習・宿題）」に関しては，理

科では単元で学んだことをノートやワークシートにま

とめる課題を出すことが想定される。その際，ページ

数などの分量ではなく，必要な要素が不足なくまとめ

られているかといった内容で評価すると伝えることが

有効だと考えられる。

２. 課題価値（Task value）
2．1 興味価値（Interest value）
「授業前（授業構想）」において，児童は科学的な概

念とずれがある素朴概念を持っている場合がある。本

単元では，「おもりが重い方が振り子の周期が短い」と

いう素朴概念が生じやすい。その様な素朴概念を把握

し，それを覆すような意外性のある事実を示すことで，

児童の興味価値を喚起する様な展開を想定しておくこ

とが有効であると考えられる。

「導入」においては，先述の素朴概念を覆す事実を

示すために，「先生とどちらがはやくブランコで 1 往復

できるか」を調べるといった活動を行うことが考えら

れる。教師であっても，児童であってもブランコが 1 往

復する時間が変わらないという事実から，既有知識と

の適度なずれを感じさせることができると考えられる。

それ以外にも，アニメ『アルプスの少女ハイジ』のオー

プニング映像や，ペンデュラムウェーブを振り子の事

例として扱うことも，多くの児童の興味価値を喚起す

ると考えられる。

2．2 有用性価値（利用価値；Utility value）
「授業前（授業構想）」においては，例えば「好きな

曲のテンポに合う振り子をつくろう」を単元の大きな

課題として設定することで，児童は有用性を認識しな

がら，単元の学びを積み上げていくことができると考

えられる。また，本単元では，複数の条件の中から，条

件を制御して行う実験を扱う。これは，既習内容と関

連するため，そのことを示すことで，学習内容への有

用性を感じることにつながると考えられる。

「授業中」において，本単元では「ブランコ」，「メト

ロノーム」，「振り子時計」，「免震構造」といった実物や

実生活との関連が認識しやすい。従って，そういった

実物や実生活との関連を示すことや，実物に触れなが

ら学ぶことで，有用性価値を喚起できると期待される。

３. 自律性・自己決定感（Autonomy・Self-determination）
「授業前（授業構想）」において，本単元の実験では，

振り子のおもりの重さ，形，素材や，ひもの長さ，素材

といった様々な条件を変化させることができる。そこ

で，どんな条件によって振り子が 1 往復する時間が変

化するのかを児童自身が予想し，その予想に基づいて

実験を行うよう準備しておくことで，児童の自律性や

自己決定感に働きかけることができると思われる。そ

して「授業中」では，上記の様な自分たちの予想をもと

に，実際に条件を変え実験できることが有効だと考え

られる。

 また，「まとめ」では，児童自身が条件を考えて実験

し妥当な考えを生み出すことができたと認めることで，

自律性や自己決定感に加えて，自己効力感や有能感に

も働きかけることができると考えられる。

４. 達成目標（Achievement goal）
「授業前（授業構想）」においては，本単元に限られ

たことではないが，育成すべき資質能力を把握してお

くことが求められる。それらをふまえ，その様な資質

能力を育むために単元や授業で何を学ぶのか示すこと

で，成果ではなく熟達することを目標とするように働

きかけることが大切である。

また，「授業中」においては，実験を行う場面で，好

ましくない姿を注意するよりも，好ましい姿を取り上

げ，目指す姿として示すことが有効であると考えられ

る。加えて，実験が上手くいかなくても，成否にとらわ

れず，その原因を究明する姿勢で取り組むことを目指

すよう促すことも大切であると考えられる。

さらに，「まとめ」において，一枚ポートフォリオ評

価（OPPA; 堀, 2019）のように，児童が学習前後での自

身の成長を認識できるよう働きかける事も大切だと考

えられる。

５. 社会的動機づけ（Social motivation）
「授業前（授業構想）」について，本単元では，予想

を立てたり，実験を行ったりする場面があるが，その

際，ペアやグループでの学習を設ける等，他者と協同

することができる機会を準備しておくことが効果的で

あると考えられる。ただし，「授業中」には，単に他者

と仲良くすることが目的ではなく，それぞれが自分の

責任を果たすことで，グループとしての学びに貢献す

るのが目的であると伝えることが大切である。

また，「授業外学習（予習・復習・宿題）」について，
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本単元では先述のように，児童にとって難しい実験操

作があることから，事前に役割分担をした上で，それ

ぞれの児童が実験操作の練習を行うことが考えられる。

そうすることで，グループでの実験に貢献する意識を

育み，社会的動機づけを喚起することができると考え

られる。

動機づけマトリックスの活用の提案 

「動機づけマトリックス」は，授業実践における様々

な場面について，その場面で有効な動機づけ支援を整

理したものであり，活用の方法は多岐にわたると考え

られる。ここでは，「授業をつくる」，「授業を診る」，

「研修場面での利用（事前・事後）」の 3 つの活用方法

を提案する。

また，「動機づけマトリックス」を活用する際，必要

に応じて使用できるよう，「動機づけマトリックス（記

入用）」（表 3）を作成した。例えば，「授業をつくる」

に活用する際，当該単元における働きかけを自身でマ

トリックスに書き込み整理したり，「授業を診る」に活

用する際，参観している授業内での働きかけをマトリ

ックスに書き込み整理したりする目的で使用すること

を想定している。

１. 授業をつくる

まず，想定できる活用方法は，「動機づけマトリック

ス」を参照しながら，単元や授業を構想し，実践するこ

とである。そうすることで，児童への働きかけを計画

的に準備したり，臨機応変に児童へ働きかけたりする

ことが期待できる。これは，「動機づけマトリックス」

を「授業をつくる」ことに活用し，児童への働きかけの

改善を図るというものである。

最初に確認するのは，「授業前（授業構想）」の行で

ある。ここに，授業や単元を構想する際に考慮すべき

事項が，動機づけの種類ごとに示されている。これら

を参照した上で，働きかけを念頭に置き，授業や単元

を構想していく。

次に，「授業中」の行を参照し，場面ごとの働きかけ

を確認する。働きかけは，学習課題や教材に関する事

前に準備しておくことができるものだけではなく，児

童の学習状況に応じたフィードバックをするといった，

その場で臨機応変に行うものも含む。「動機づけマトリ

ックス」を一覧しておくことで，教師がどの様な姿勢

で，また，どの様な方法で児童に働きかけるべきか，事

前に知り，授業に臨むことができる。

理想的には「動機づけマトリックス」の全項目を参

照した上で，授業を構想，計画することが望ましいが，

教師が意図的に，一部を参照し活用することも可能だ

と考えられる。例えば，「振り子の運動」の導入時で，

児童の学習意欲を喚起したいと考えるのであれば，ど

の様な働きかけが有効か，「授業中」，「導入」の行を見

ると，各動機づけ項目について有効な働きかけを一望

できる。それを参考に，児童にとって身近な事象であ

ると考えられる「ブランコ」を扱ったり，興味価値を喚

起すると考えられる「ペンデュラムウェーブ」を示し

たりすることを構想できる。

また，学校現場では，授業中以外でも，教師と児童が

関わる機会は多く，その様な場面でも動機づけに働き

かけることができる。テストや成果物を評価する際に

効果的な働きかけを「授業後（評価・フィードバック）」

に，宿題や課題を与える際の効果的な働きかけを「授

業外学習（予習・復習・宿題）」に，教科の授業以外の

場面での効果的な働きかけを「一般的な場面（教科の

授業以外の場面）」に示しており，これらも事前に参照

しておくことが求められる。一方で，既に教師が持っ

ている問題意識に応じて活用することも想定できる。

例えば，宿題に意欲的に取り組めない児童が多い場合

に，「分量を自分で決めさせる」ことや「何のために必

要な課題か伝える」ことを実践することで，児童の動

機づけに働きかけることができると考えられる。

さらに，授業や単元の構想をした後に，動機づけ支

援が十分であるか確認するツールとして利用すること

が想定できる。ただし，「動機づけマトリックス」は必

ず，全てのセルを網羅していなければならないという

ものではない。あくまで，有効な働きかけを整理した

ものであり，例えば，働きかけが「授業中」の「導入」

にのみ集中していたり，「授業外学習（予習・復習・宿

題）」では考慮されていなかったりすることに自覚的に

なるために利用することはできるが，だからといって

全ての項目を満たさないとならないわけではない。

２. 授業を診る

次に想定されるのは，自身が授業を行なったり，他

者の授業を参観したりした際，その授業を振り返り，

分析する目的で使用する方法である。ここでも，先述

のように，「動機づけマトリックス」は全てのセルを網

羅していなければならないというものではないことが

前提である。

例えば，授業を参観した場合であれば，「動機づけマ

トリックス（記入用）」（表 3）に，実際に行われた働き

かけを記入する。授業後に，授業者と共に，マトリック

スを確認しながら振り返りを行うことで，授業内のど

の箇所で働きかけが充実していたか，あるいは不足し

ていたかを分析することができる。また，単純に働き

かけの量だけでなく，質を考慮するためには，その働

きかけに対する児童の反応を記録しておくという活用
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られる。

また，「まとめ」について，実験を行う授業では，結

果を取り扱う際，他のグループと著しく違う値が出る

場合がある。その場合，科学的に思考する上で，再現性

を疑い，原因を追求する姿勢が望ましい。時間的制約

により，児童が再実験することができなくても，教師

が演示する等の対応が必要だと考えられる。その際，

結果が著しく違ったグループや個人を批判するのでは

なく，実験においては様々な要因でうまくいかないこ

とがあると示すことが求められる。

「授業外学習（予習・復習・宿題）」に関しては，理

科では単元で学んだことをノートやワークシートにま

とめる課題を出すことが想定される。その際，ページ

数などの分量ではなく，必要な要素が不足なくまとめ

られているかといった内容で評価すると伝えることが

有効だと考えられる。

２. 課題価値（Task value）
2．1 興味価値（Interest value）
「授業前（授業構想）」において，児童は科学的な概

念とずれがある素朴概念を持っている場合がある。本

単元では，「おもりが重い方が振り子の周期が短い」と

いう素朴概念が生じやすい。その様な素朴概念を把握

し，それを覆すような意外性のある事実を示すことで，

児童の興味価値を喚起する様な展開を想定しておくこ

とが有効であると考えられる。

「導入」においては，先述の素朴概念を覆す事実を

示すために，「先生とどちらがはやくブランコで 1 往復

できるか」を調べるといった活動を行うことが考えら

れる。教師であっても，児童であってもブランコが 1 往

復する時間が変わらないという事実から，既有知識と

の適度なずれを感じさせることができると考えられる。

それ以外にも，アニメ『アルプスの少女ハイジ』のオー

プニング映像や，ペンデュラムウェーブを振り子の事

例として扱うことも，多くの児童の興味価値を喚起す

ると考えられる。

2．2 有用性価値（利用価値；Utility value）
「授業前（授業構想）」においては，例えば「好きな

曲のテンポに合う振り子をつくろう」を単元の大きな

課題として設定することで，児童は有用性を認識しな

がら，単元の学びを積み上げていくことができると考

えられる。また，本単元では，複数の条件の中から，条

件を制御して行う実験を扱う。これは，既習内容と関

連するため，そのことを示すことで，学習内容への有

用性を感じることにつながると考えられる。

「授業中」において，本単元では「ブランコ」，「メト

ロノーム」，「振り子時計」，「免震構造」といった実物や

実生活との関連が認識しやすい。従って，そういった

実物や実生活との関連を示すことや，実物に触れなが

ら学ぶことで，有用性価値を喚起できると期待される。

３. 自律性・自己決定感（Autonomy・Self-determination）
「授業前（授業構想）」において，本単元の実験では，

振り子のおもりの重さ，形，素材や，ひもの長さ，素材

といった様々な条件を変化させることができる。そこ

で，どんな条件によって振り子が 1 往復する時間が変

化するのかを児童自身が予想し，その予想に基づいて

実験を行うよう準備しておくことで，児童の自律性や

自己決定感に働きかけることができると思われる。そ

して「授業中」では，上記の様な自分たちの予想をもと

に，実際に条件を変え実験できることが有効だと考え

られる。

 また，「まとめ」では，児童自身が条件を考えて実験

し妥当な考えを生み出すことができたと認めることで，

自律性や自己決定感に加えて，自己効力感や有能感に

も働きかけることができると考えられる。

４. 達成目標（Achievement goal）
「授業前（授業構想）」においては，本単元に限られ

たことではないが，育成すべき資質能力を把握してお

くことが求められる。それらをふまえ，その様な資質

能力を育むために単元や授業で何を学ぶのか示すこと

で，成果ではなく熟達することを目標とするように働

きかけることが大切である。

また，「授業中」においては，実験を行う場面で，好

ましくない姿を注意するよりも，好ましい姿を取り上

げ，目指す姿として示すことが有効であると考えられ

る。加えて，実験が上手くいかなくても，成否にとらわ

れず，その原因を究明する姿勢で取り組むことを目指

すよう促すことも大切であると考えられる。

さらに，「まとめ」において，一枚ポートフォリオ評

価（OPPA; 堀, 2019）のように，児童が学習前後での自

身の成長を認識できるよう働きかける事も大切だと考

えられる。

５. 社会的動機づけ（Social motivation）
「授業前（授業構想）」について，本単元では，予想

を立てたり，実験を行ったりする場面があるが，その

際，ペアやグループでの学習を設ける等，他者と協同

することができる機会を準備しておくことが効果的で

あると考えられる。ただし，「授業中」には，単に他者

と仲良くすることが目的ではなく，それぞれが自分の

責任を果たすことで，グループとしての学びに貢献す

るのが目的であると伝えることが大切である。

また，「授業外学習（予習・復習・宿題）」について，
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も可能である。

授業者として，「授業を診る」ために活用する場合に

は，動画で授業の様子を記録しておくことが望ましい。

それを用いて，授業を参観したときと同様，自身の授

業における，児童への働きかけをマトリックスに整理

し，分析を行うことができる。

いずれにしても，授業の分析を通して，児童への働

きかけの不足や偏りを認識し，修正・改善していくた

めに用いることを想定している。

３. 研修場面での利用（事前・事後）

学校現場で授業に関する研修を行う際，多くの場合

は授業の事前と事後に研修を行う。そのような場面で，

「動機づけマトリックス」を活用することも提案した

い。

具体的な活用方法は，先述の「授業をつくる」，「授業

を診る」場合と同様であり，これらを一つの授業に対

して複数人で行うことを想定している。「動機づけマト

リックス」（表 1）は，5 つの動機づけに関する，各場

面における動機づけ支援となる働きかけを整理したも

のであるが，具体的な方法を明記しているわけではな

い。例えば，「期待（Expectancy）」の「授業前（授業構

想）」に，「○教師が単元や授業の構想を明確に持ち，学

習者に示せるようにしておく。【自己効力感】」とある

が，単元や授業の構想を児童へ示す具体的な方法は明

記しておらず，教師に任せられる部分である。板書し

て示すことや，教室に掲示すること，プリントにして

配布すること等，様々な方法が考えられる。したがっ

て，研修場面での活用としては，具体的な働きかけの

方法を複数の教師で議論することで，その学級の児童

にとって効果的な働きかけや，その授業者が実現しや

すい働きかけ，その単元や授業において効果的な働き

かけを考案することを想定している。

また，動機づけに関して，児童に働きかける観点で，

対象の単元や授業について議論する活動を通して，教

師の中に動機づけに関する知見が蓄積し，それぞれの

教師の児童への働きかけが，動機づけに配慮したもの

に変容することを期待するものである。

今後の課題と展開 

「主体的な学び」を促進する教師の働きかけについ

て，心理学の「動機づけ（motivation）」の知見を整理し

「動機づけマトリックス」を作成した。また，より具体

的な場面を想定した「動機づけマトリックス（理科『振

り子の運動』）」を作成した。しかし，いずれのマトリッ

クスについても検討が十分であるとは言い切れず，ま

だ検討できていない動機づけ支援がある可能性がある。

具体的な場面を想定した動機づけマトリックスについ

ては，教科の特性によって，効果的な働きかけや，行い

やすい働きかけが異なると考えられるため，理科だけ

でなく，様々な教科の授業を想定すべきであると考え

られる。今後も，先行研究や文献，現場の教師の声を参

考にし，新たなマトリックスの作成及び，改善を続け

る必要があると考えられる。

また，現在の「動機づけマトリックス」は情報量が豊

富である一方，必ずしも使用者にとって簡便に理解で

きるものではないと考えられる。今後は，使用者の視

点で改善を図る必要性がある。例えば，現状では，「事

前に準備しておく必要がある働きかけ」と，声かけに

よる動機づけ支援のような「児童の様子によって，そ

の場で臨機応変に行う働きかけ」を区別していない。

それらを区別し，「事前に課題や場を用意するための内

容」と，「児童へ働きかける上で教師が意識すべき内容」

に分類することで，マトリックスを目的に応じて活用

することが容易になると考えられる。学校現場で児童

と関わる際の指針としては，「児童へ働きかける上で教

師が意識すべき内容」を活用することができるだろう。

一方で，具体的な単元や授業を計画する際には，「事前

に課題や場を用意するための内容」を確認し，児童が

意欲的に学習へ向かうための課題づくりや場づくりが

できるだろう。以上のように，教師が使用しやすくな

るという観点で，改善を続ける必要があると考えられ

る。一方で，教師が使用しやすくなるという観点では，

「動機づけマトリックス」をデータベース化し，必要

な情報を誰もが閲覧できるようにすることも今後は検

討していきたい。

さらに，授業実践を改善するツールとして，「動機づ

けマトリックス」の活用方法を提案した。「授業を診る」，

「授業をつくる」観点での活用について，今後は実践

を通して，課題を明らかにし，改善を図る必要がある。

「動機づけマトリックス」を整理しようと考えたのは，

学校現場において，どのような場面で，どのような教

師の働きかけが，児童の「主体的な学び」を促進させる

かについて，必ずしも十分に整理されていない現状で

あると考えたためである。学校現場では，児童への優

れた働きかけが行われていても，それが教師の経験則

に委ねられたものとなっていることも多く，特に初任

者や経験の浅い教師がその働きかけを見ても，自分の

実践に活かせるだけの理解に届かないこともある。「動

機づけマトリックス」を活用することで，初任者や経

験の浅い教師が理論的に整理された観点から児童の動

機づけに働きかける支援を取り入れ，自身で授業をつ

くったり，あるいは，指導教員が「動機づけマトリック

ス」に基づいて授業を診て助言することで，より明快

な視点を持った授業改善を促したりすることができる
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と考えられる。

本研究では，小中学校での実践をターゲットとした

が，心理学の知見を元にしていることから，その他の

校種の生徒や幼児，学校現場以外の場面で利用できる

働きかけも含んでいると考えられる。今後は，「動機づ

けマトリックス」の様々なフィールドへの転用可能性

についても検討していきたい。
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も可能である。

授業者として，「授業を診る」ために活用する場合に

は，動画で授業の様子を記録しておくことが望ましい。

それを用いて，授業を参観したときと同様，自身の授

業における，児童への働きかけをマトリックスに整理

し，分析を行うことができる。

いずれにしても，授業の分析を通して，児童への働

きかけの不足や偏りを認識し，修正・改善していくた

めに用いることを想定している。

３. 研修場面での利用（事前・事後）

学校現場で授業に関する研修を行う際，多くの場合

は授業の事前と事後に研修を行う。そのような場面で，

「動機づけマトリックス」を活用することも提案した

い。

具体的な活用方法は，先述の「授業をつくる」，「授業

を診る」場合と同様であり，これらを一つの授業に対

して複数人で行うことを想定している。「動機づけマト

リックス」（表 1）は，5 つの動機づけに関する，各場

面における動機づけ支援となる働きかけを整理したも

のであるが，具体的な方法を明記しているわけではな

い。例えば，「期待（Expectancy）」の「授業前（授業構

想）」に，「○教師が単元や授業の構想を明確に持ち，学

習者に示せるようにしておく。【自己効力感】」とある

が，単元や授業の構想を児童へ示す具体的な方法は明

記しておらず，教師に任せられる部分である。板書し

て示すことや，教室に掲示すること，プリントにして

配布すること等，様々な方法が考えられる。したがっ

て，研修場面での活用としては，具体的な働きかけの

方法を複数の教師で議論することで，その学級の児童

にとって効果的な働きかけや，その授業者が実現しや

すい働きかけ，その単元や授業において効果的な働き

かけを考案することを想定している。

また，動機づけに関して，児童に働きかける観点で，

対象の単元や授業について議論する活動を通して，教

師の中に動機づけに関する知見が蓄積し，それぞれの

教師の児童への働きかけが，動機づけに配慮したもの

に変容することを期待するものである。

今後の課題と展開 

「主体的な学び」を促進する教師の働きかけについ

て，心理学の「動機づけ（motivation）」の知見を整理し

「動機づけマトリックス」を作成した。また，より具体

的な場面を想定した「動機づけマトリックス（理科『振

り子の運動』）」を作成した。しかし，いずれのマトリッ

クスについても検討が十分であるとは言い切れず，ま

だ検討できていない動機づけ支援がある可能性がある。

具体的な場面を想定した動機づけマトリックスについ

ては，教科の特性によって，効果的な働きかけや，行い

やすい働きかけが異なると考えられるため，理科だけ

でなく，様々な教科の授業を想定すべきであると考え

られる。今後も，先行研究や文献，現場の教師の声を参

考にし，新たなマトリックスの作成及び，改善を続け

る必要があると考えられる。

また，現在の「動機づけマトリックス」は情報量が豊

富である一方，必ずしも使用者にとって簡便に理解で

きるものではないと考えられる。今後は，使用者の視

点で改善を図る必要性がある。例えば，現状では，「事

前に準備しておく必要がある働きかけ」と，声かけに

よる動機づけ支援のような「児童の様子によって，そ

の場で臨機応変に行う働きかけ」を区別していない。

それらを区別し，「事前に課題や場を用意するための内

容」と，「児童へ働きかける上で教師が意識すべき内容」

に分類することで，マトリックスを目的に応じて活用

することが容易になると考えられる。学校現場で児童

と関わる際の指針としては，「児童へ働きかける上で教

師が意識すべき内容」を活用することができるだろう。

一方で，具体的な単元や授業を計画する際には，「事前

に課題や場を用意するための内容」を確認し，児童が

意欲的に学習へ向かうための課題づくりや場づくりが

できるだろう。以上のように，教師が使用しやすくな

るという観点で，改善を続ける必要があると考えられ

る。一方で，教師が使用しやすくなるという観点では，

「動機づけマトリックス」をデータベース化し，必要

な情報を誰もが閲覧できるようにすることも今後は検

討していきたい。

さらに，授業実践を改善するツールとして，「動機づ

けマトリックス」の活用方法を提案した。「授業を診る」，

「授業をつくる」観点での活用について，今後は実践

を通して，課題を明らかにし，改善を図る必要がある。

「動機づけマトリックス」を整理しようと考えたのは，

学校現場において，どのような場面で，どのような教

師の働きかけが，児童の「主体的な学び」を促進させる

かについて，必ずしも十分に整理されていない現状で

あると考えたためである。学校現場では，児童への優

れた働きかけが行われていても，それが教師の経験則

に委ねられたものとなっていることも多く，特に初任

者や経験の浅い教師がその働きかけを見ても，自分の

実践に活かせるだけの理解に届かないこともある。「動

機づけマトリックス」を活用することで，初任者や経

験の浅い教師が理論的に整理された観点から児童の動

機づけに働きかける支援を取り入れ，自身で授業をつ

くったり，あるいは，指導教員が「動機づけマトリック

ス」に基づいて授業を診て助言することで，より明快

な視点を持った授業改善を促したりすることができる
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興味価値（Interest value） 有⽤性価値（利⽤価値；Utility value）
期待とは，「できる」という気持ちを持てているか
である。期待には有能感と⾃⼰効⼒感がある。
・有能感：⾃らの⾏動により結果が得られるとい
う，「やればできる」につながる感覚である。
・⾃⼰効⼒感：必要な⾏動をうまく遂⾏できるとい
う，「やることができる」感覚である。
これらを育むことで学習者の意欲が上がることが想
定される。

興味価値とは，課題に対してどれだけ興味
が感じられるかという価値づけである。
・課題状況によって影響を受ける興味とと
もに，個⼈が安定的にもっている「個⼈的
興味」があるため，これらと課題を結びつ
けることで興味の喚起が期待される。
・課題状況に影響を受ける興味は，適度な
ずれがあるときに喚起されると期待され
る。そこで，例えば，既有知識と離れた情
報のように，全く知らない課題ではないも
のの，知っていることと異なる，意外性の
ある課題の時，興味が⾼まると考えられ
る。また，課題の難易度について，学習者
が五分五分で成功できそうだと捉えられる
ものでも興味が⾼まると予想される。

＊より低学年の児童において，興味価値の
影響が⼤きい。

有⽤性価値（利⽤価値）とは，課題に取り
組むことが⾃分にとって有益であると感じ
られるかという価値づけである。
・将来のキャリアの中や⽇常⽣活で有⽤性
がある課題の⽅が意欲的になる。有⽤性を
説明するだけでは⼗分でないこともあるた
め，体験を伴う⽅がより効果的になると期
待される。

＊⾼学年になるにつれ，有⽤性価値の影響
が⼤きくなる。

⾃律性とは⾃らが⾃由に⾃発的に⾏ってい
るという感覚であり，⾃⼰決定感とは⾃ら
が⾏動を決定しているという感覚である。
これらの感覚を⾼めることで学習者の意欲
が上がることが期待される。
・課題や⽬標，課題達成の⽅法などにおい
て，⾃律性・⾃⼰決定感が担保される状況
を作ることで，意欲の向上が期待される。
⼀⽅で，「やらされている」と受け取られ
る働きかけは避けるべきである。

⽬標には「暗黙の知能（能⼒）観」が⼤きく関
わっている。そして，学習者に学習によって成
⻑できると考えさせること（学習⽬標）が⼤切
である。
・固定的知能観を持っている場合，遂⾏⽬標を
持ちやすい。つまり，知能（能⼒）は⽣まれつ
き固有のもので不変であると考えている。その
ため，他者から⾼い評価を得ることが有能感を
⾼めることから，それ⾃体が⽬標となる。
・増⼤的知能観を持っている場合，学習⽬標を
待ちやすい。つまり，知能（能⼒）は後天的学
習経験によって⾼められると考えている。その
ため，⾃分が努⼒したり熟達したりすることが
有能感を⾼めることから，それが⽬標となる。
・増⼤的知能観を持っている⽅が，困難な課題
に直⾯しても「弱点が分かり，成⻑につなが
る」などと捉え，意欲の維持が期待できる。

社会的動機づけとは他者との関係による動
機づけである。
・親和動機は，他者と親密な関係を形成
し，維持したいと考える動機である。親密
な関係を築きたいと思わせるために，
ウォーミングアップの活動が重要な役割を
果たす。
・他者志向的動機は，他者のために頑張り
たいという動機である。互恵的な動機でも
あるため，他者の貢献を認識すると，⾃分
も貢献しようとすると期待される。

○教師が単元や授業の構想を明確に持ち，学習者に
⽰すことができるように準備しておく。そうするこ
とで，学習者が⾒通しを持って学ぶことができる。
【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○難しすぎる課題よりは簡単な課題が良い(達成が
簡単すぎる課題の場合，課題を達成できた学習者
が，その基準に満⾜せず，基準を⾼めることも期待
される)。ただし，興味の減衰に注意する必要があ
る。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
●達成が難しすぎる課題を設定すると，達成できな
い学習者が多くなり，有能感や⾃⼰効⼒感を⾼める
ことに繋がりにくいため避ける。【有能感】【⾃⼰
効⼒感】

○単元や授業を構想する際，既有知識との
関連を考慮して課題を設定することで，既
有知識との適度なずれを⽣み出すことがで
きる。【適度な⼼理的不適合】
○単元や授業を構想する際，学習者が適度
な難易度だと捉えられる課題を設定する。
【適度な⼼理的不適合】
○学習者の個⼈的な興味を把握するように
努める。【個⼈的興味】
○学習者の興味に即した，学習内容に関連
する事例や事象を⽤意しておく。【個⼈的
興味】
○学習に関連するものを学習者の⽬に触れ
るところへ置いておくことで，興味を喚起
する。【個⼈的興味】

○単元や授業を構想する際，課題への取り
組みを通して学んだことを，活⽤する場⾯
を設定する。【有⽤性】
（そのために，単元や授業を構想する際，
課題解決のために必要な要素として学ばせ
たいことが先に来るように配置してお
く。）
○既習内容との系統性や関連を把握してお
き，以前の学習が今回の学習につながって
いることを伝えられるようにする。【有⽤
性】

○学習者の⾃律性が保障された⼀時間の授
業展開や，単元を通した展開を構想する。
【⾃律性・⾃⼰決定感】
○また，学習者の興味を引き出すような学
習環境を作り，⾃らやりたいと思わせてか
ら授業に⼊ると良い。【⾃律性・⾃⼰決定
感】
○学習者が選択できる課題を⽤意する。
【⾃律性・⾃⼰決定感】
○学習に関連するものを学習者の⽬に触れ
るところへ置いておくことで，⾃ら学習へ
向かうよう促す。【⾃律性・⾃⼰決定感】

○単元や授業の中で，学習者がどのように成⻑
できるのか伝えたり，気づける場⾯や，学習者
⾃⾝が成⻑を実感できる場⾯を計画的に設ける
ことで，増⼤的知能観を育む。【増⼤的知能
観】

○グループによる，協同的な学習の場⾯を
設定する事で，社会的動機づけを促す。た
だし，親和動機によって好ましくない学習
者の姿に引きずられないようにするため，
グループの編成については配慮が必要であ
る。【親和動機】【他者志向的動機】

授
業
中

○学習内容が学習者にとって「できそう」と思える
ように，⾝近な事例や具体物，既有知識との関連を
⽰す。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○めあては，学習者⾃⾝が，何をすれば良いか明確
にわかる具体的なものにする。【有能感】【⾃⼰効
⼒感】
○単元や授業の流れを学習者に⽰すことで，⾒通し
を持ち取り組めるようにする。【有能感】【⾃⼰効
⼒感】
●緊張や不安を喚起（情動的喚起）しないよう配慮
することで，⾃⼰効⼒感へ負の影響を避ける。【⾃
⼰効⼒感】

○既有知識とずれ（意外性）のある教材を
導⼊で扱う。【適度な⼼理的不適合】
○学習内容と既有知識との関連を⽰すこと
で，興味を引き出す。【適度な⼼理的不適
合】
●導⼊時，学習者の実態から乖離したもの
を扱わない。【適度な⼼理的不適合】
○教師が興味深いと思うことを伝え，学習
者が⾒出せていない興味の視点を⽰す。
【個⼈的興味】
○学習者の興味に即した，学習内容に関連
する事例や事象を扱う。【個⼈的興味】

○具体的な場⾯から学習を始めることで，
学んだ事と実⽣活とのつながりを意識させ
る。【有⽤性】
●導⼊時，学習者の実態から乖離したもの
を扱わない。【有⽤性】

○学習者が⾃分で取り組みたいと思えるよ
うな題材を導⼊で扱う。【⾃律性・⾃⼰決
定感】
○学習者が⾃分で課題を⾒出せるような事
例や事象を⽰す。【⾃律性・⾃⼰決定感】
○単元や授業の中で，学習内容を選択でき
たり，⾃ら決められる場⾯があることを伝
える。また，過去に学習者がやりたいと
いっていた課題を取り上げる。【⾃律性・
⾃⼰決定感】
○学習者とともに単元の学習計画を⽴てる
ことで，⾃律性や⾃⼰決定感を育む。【⾃
律性・⾃⼰決定感】

○学習を通して，どのような⼒を育てるのか学
習者が⾃覚できるようにする。（単元の学習計
画や⽬標を⽰す。）【増⼤的知能観】
○「正解すること」や「間違わないようにする
こと」といった成否を⽬標とするのではなく，
間違ってもいいので「学んでできるようになる
こと」や「成⻑すること」を⽬標とする。【学
習⽬標】
○「〜しない」という回避⽬標ではなく，「〜
する」や「〜できる」といった接近⽬標を設定
する。【接近⽬標】

○課題に取り組むにあたって，社会的価値
（他の⼈の役に⽴つことや他の⼈の貢献に
応えること）を⼤切にすることを伝える。
【他者志向的動機】

動機づけ
の理論

表 1 動機づけマトリックス

課題価値（Task value）
期待（Expectancy） ⾃律性・⾃⼰決定感

（Autonomy・Self-determination）
達成⽬標（Achievement goal） 社会的動機づけ（Social motivation）
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⽅
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授業をつくる・授業を診るための動機づけマトリックスの提案

全 体

○
学

級
全

体
で

話
し

合
う

際
，

ま
ず

ペ
ア

や
⼩

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

う
こ

と
で

，
⾃

信
を

も
っ

て
発

⾔
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
今

，
学

習
し

て
い

る
こ

と
が

，
単

元
や

授
業

の
中

で
ど

こ
に

位
置

づ
く

か
⽰

す
こ

と
で

，
学

習
者

が
⾒

通
し

を
持

っ
て

取
り

組
め

る
よ

う
に

す
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

指
導

者
の

助
⾔

に
よ

り
学

習
者

が
課

題
解

決
を

す
る

例
（

代
理

的
経

験
）

を
⽰

す
こ

と
で

，
「

⾃
分

に
も

で
き

る
」

と
い

う
⾃

⼰
効

⼒
感

を
育

む
。

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

コ
ー

ピ
ン

グ
モ

デ
ル

と
な

る
よ

う
な

学
習

者
の

紹
介

を
す

る
。

そ
の

際
に

モ
デ

ル
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

っ
た

（
認

知
的

）
過

程
を

⾔
語

化
し

て
紹

介
す

る
。

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

汎
⽤

性
が

あ
る

⽅
略

を
教

え
る

。
違

う
場

⾯
で

活
⽤

す
る

際
，

有
能

感
や

⾃
⼰

効
⼒

感
を

持
つ

こ
と

に
つ

な
が

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

●
緊

張
や

不
安

を
喚

起
（

情
動

的
喚

起
）

し
な

い
よ

う
配

慮
す

る
こ

と
で

，
⾃

⼰
効

⼒
感

へ
負

の
影

響
を

避
け

る
。

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】

○
課

題
を

提
⽰

す
る

際
，

学
習

者
が

既
有

知
識

と
の

関
連

や
ず

れ
を

認
識

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
学

習
者

が
既

有
知

識
と

関
連

づ
け

て
，

課
題

を
⾒

い
だ

せ
る

よ
う

に
す

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

課
題

を
提

⽰
す

る
際

，
学

習
者

が
解

決
で

き
そ

う
だ

と
感

じ
ら

れ
る

難
易

度
に

す
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
学

習
者

が
設

定
し

た
課

題
を

適
度

な
難

易
度

に
修

正
す

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

学
習

者
の

持
っ

て
い

る
興

味
を

惹
き

つ
け

る
例

⽰
を

扱
う

。
【

個
⼈

的
興

味
】

●
学

習
者

の
持

っ
て

い
る

興
味

を
惹

き
つ

け
る

例
⽰

を
扱

う
際

，
学

習
内

容
の

本
質

か
ら

離
れ

た
と

こ
ろ

に
興

味
を

喚
起

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
【

個
⼈

的
興

味
】

○
実

⽣
活

や
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

の
中

で
，

あ
る

い
は

別
の

学
習

に
お

い
て

，
現

在
の

学
習

内
容

を
活

⽤
で

き
る

場
⾯

を
伝

え
た

り
，

調
べ

た
り

す
る

こ
と

で
，

有
⽤

性
を

感
じ

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
【

有
⽤

性
】

○
教

師
⾃

⾝
が

，
学

習
内

容
を

活
⽤

で
き

た
場

⾯
を

伝
え

る
。

【
有

⽤
性

】
○

学
習

者
が

，
汎

⽤
性

が
あ

る
⽅

略
を

活
⽤

し
て

い
る

姿
を

価
値

づ
け

，
全

体
に

共
有

す
る

。
【

有
⽤

性
】

○
児

童
の

良
い

姿
に

つ
い

て
，

そ
の

⾏
為

と
価

値
を

⾔
語

化
し

全
体

に
共

有
す

る
。

【
課

題
価

値
】

●
こ

の
学

習
は

役
に

⽴
た

な
い

と
い

っ
た

伝
え

⽅
を

し
な

い
。

【
有

⽤
性

】

○
学

習
者

の
要

望
を

定
期

的
に

確
認

す
る

と
と

も
に

，
そ

れ
に

応
じ

て
教

師
が

柔
軟

に
対

応
す

る
姿

勢
を

伝
え

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】
○

学
習

者
が

⽅
法

や
達

成
レ

ベ
ル

を
選

択
で

き
る

場
⾯

を
設

け
る

こ
と

で
，

⾃
⼰

決
定

感
を

⾼
め

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。
【

⾃
律

性
・

⾃
⼰

決
定

感
】

○
学

習
者

の
⾃

律
性

を
⼤

切
に

す
る

よ
う

な
声

か
け

を
す

る
。

（
例

：
発

表
し

た
い

⼈
は

⼿
を

上
げ

ま
し

ょ
う

。
）

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】
●

学
習

者
の

⾏
動

を
制

限
し

す
ぎ

な
い

様
に

配
慮

す
る

。
【

⾃
律

性
・

⾃
⼰

決
定

感
】

○
学

習
経

験
に

よ
っ

て
知

能
（

能
⼒

）
が

⾼
ま

る
こ

と
を

学
習

者
に

伝
え

る
（

能
⼒

が
成

⻑
す

る
。

⾼
ま

る
。

と
い

う
表

現
を

使
う

）
こ

と
で

，
増

⼤
的

知
能

観
を

⾼
め

る
。

指
導

者
の

体
験

な
ど

，
努

⼒
に

よ
っ

て
能

⼒
が

伸
び

た
事

例
を

具
体

的
に

伝
え

る
。

ま
た

，
実

際
の

学
習

活
動

を
通

し
て

成
⻑

を
実

感
さ

せ
た

り
，

そ
の

よ
う

な
児

童
の

姿
を

取
り

上
げ

て
共

有
す

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
成

否
の

観
点

だ
け

で
捉

え
る

の
で

は
な

く
，

間
違

っ
て

も
い

い
の

で
，

そ
の

こ
と

を
通

し
て

学
び

，
成

⻑
す

る
こ

と
を

⽬
指

す
よ

う
に

伝
え

る
。

【
習

熟
⽬

標
】

○
学

習
者

の
好

ま
し

く
な

い
姿

に
対

し
て

注
意

す
る

こ
と

よ
り

も
，

好
ま

し
い

姿
を

取
り

上
げ

て
⽬

指
す

姿
を

⽰
す

。
【

接
近

⽬
標

】

○
学

級
全

体
で

話
し

合
う

際
に

，
個

⼈
の

発
⾔

が
，

学
級

全
体

の
学

び
に

貢
献

す
る

こ
と

を
強

調
す

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】
○

今
，

教
師

の
説

明
を

聞
い

て
学

習
し

て
い

る
こ

と
が

，
そ

の
後

の
グ

ル
ー

プ
学

習
に

必
要

で
あ

る
こ

と
を

強
調

す
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
児

童
の

周
囲

に
貢

献
す

る
姿

に
つ

い
て

，
そ

の
⾏

為
と

価
値

を
⾔

語
化

し
全

体
に

共
有

す
る

こ
と

で
集

団
的

⽬
標

を
⽰

す
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】

個 ⼈

○
学

習
者

が
頑

張
っ

て
も

結
果

に
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
と

き
，

努
⼒

を
認

め
る

な
ど

フ
ォ

ロ
ー

す
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
●

学
習

者
へ

⽀
援

を
し

す
ぎ

る
と

，
⾃

ら
⾏

動
し

な
く

て
も

結
果

が
得

ら
れ

る
た

め
，

有
能

感
や

⾃
⼰

効
⼒

感
を

⾼
め

る
こ

と
に

つ
な

が
ら

な
い

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

課
題

に
取

り
組

め
な

い
学

習
者

に
は

，
課

題
を

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
⽰

し
，

有
能

感
や

⾃
⼰

効
⼒

感
を

⾼
め

な
が

ら
課

題
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

す
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】

○
既

有
知

識
と

の
関

連
を

⽰
す

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
学

習
者

が
持

つ
，

課
題

の
難

易
度

に
対

す
る

主
観

的
な

捉
え

が
50

％
と

隔
た

り
が

あ
る

時
，

修
正

す
る

よ
う

な
⽀

援
を

⾏
う

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
課

題
が

選
択

で
き

る
と

き
は

学
習

者
に

と
っ

て
適

切
な

難
易

度
の

も
の

を
す

す
め

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

指
導

す
る

学
習

者
の

個
⼈

的
興

味
に

応
じ

た
，

学
習

内
容

に
関

連
す

る
事

例
や

事
象

を
扱

う
。

【
個

⼈
的

興
味

】

○
実

⽣
活

や
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

の
中

で
，

学
習

内
容

を
活

⽤
で

き
る

場
⾯

を
伝

え
る

。
【

有
⽤

性
】

○
実

⽣
活

や
キ

ャ
リ

ア
の

中
で

，
教

師
⾃

⾝
が

学
習

内
容

を
活

⽤
で

き
た

場
⾯

を
伝

え
る

。
【

有
⽤

性
】

○
他

の
学

習
者

が
，

汎
⽤

性
が

あ
る

⽅
略

を
活

⽤
し

て
い

る
姿

を
価

値
づ

け
，

共
有

す
る

。
【

有
⽤

性
】

○
学

習
者

に
，

⽅
法

や
達

成
レ

ベ
ル

，
難

易
度

を
調

整
で

き
る

よ
う

複
数

の
課

題
を

⽤
意

し
て

お
き

，
学

習
者

に
選

択
さ

せ
る

。
【

⾃
律

性
・

⾃
⼰

決
定

感
】

○
以

前
に

⽐
べ

成
⻑

し
て

い
る

こ
と

を
伝

え
る

こ
と

で
，

増
⼤

的
知

能
観

を
育

む
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
「

で
き

た
か

で
き

な
か

っ
た

か
」

と
い

う
成

否
の

観
点

だ
け

で
な

く
，

「
で

き
る

よ
う

に
成

⻑
し

た
か

」
「

で
き

る
よ

う
に

な
る

た
め

に
今

回
の

課
題

か
ら

ど
の

よ
う

な
『

学
び

』
が

あ
っ

た
の

か
」

に
⽬

を
向

け
さ

せ
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】

○
個

⼈
で

学
習

し
て

い
る

こ
と

が
，

そ
の

後
の

グ
ル

ー
プ

学
習

に
必

要
で

あ
る

こ
と

を
強

調
す

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】
○

グ
ル

ー
プ

や
全

体
の

課
題

解
決

に
貢

献
し

よ
う

と
個

⼈
の

学
習

に
取

り
組

む
姿

を
認

め
，

他
の

学
習

者
に

伝
え

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】

○
以

前
に

⽐
べ

成
⻑

し
て

い
る

こ
と

を
伝

え
る

こ
と

で
，

増
⼤

的
知

能
観

を
育

む
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
協

同
学

習
に

よ
っ

て
，

周
囲

と
う

ま
く

協
同

す
る

こ
と

⾃
体

が
成

⻑
し

て
い

く
こ

と
を

伝
え

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
成

否
の

観
点

だ
け

で
捉

え
る

の
で

は
な

く
，

間
違

っ
て

も
い

い
の

で
，

そ
れ

を
受

け
て

グ
ル

ー
プ

で
検

討
を

重
ね

，
成

⻑
す

る
こ

と
を

⽬
指

す
よ

う
伝

え
る

。
【

習
熟

⽬
標

】
○

グ
ル

ー
プ

と
し

て
好

ま
し

く
な

い
姿

に
対

し
て

注
意

す
る

こ
と

よ
り

も
，

好
ま

し
い

姿
を

取
り

上
げ

て
⽬

指
す

姿
を

⽰
す

。
【

接
近

⽬
標

】

○
グ

ル
ー

プ
で

協
同

し
て

，
課

題
解

決
し

よ
う

し
て

い
る

姿
を

認
め

，
他

の
学

習
者

に
伝

え
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
個

別
に

役
割

を
設

定
す

る
こ

と
で

，
グ

ル
ー

プ
の

た
め

に
役

割
を

果
た

す
機

会
を

設
け

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】
○

協
⼒

す
る

（
仲

良
く

取
り

組
む

）
だ

け
で

は
不

⼗
分

で
，

課
題

解
決

の
た

め
に

協
同

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

。
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
グ

ル
ー

プ
活

動
を

ス
ム

ー
ズ

に
⾏

う
た

め
に

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
を

す
る

。
【

親
和

動
機

】

○
実

⽣
活

や
キ

ャ
リ

ア
の

中
で

，
学

習
内

容
を

活
⽤

で
き

る
場

⾯
を

伝
え

る
。

【
有

⽤
性

】
○

実
⽣

活
や

キ
ャ

リ
ア

の
中

で
，

教
師

⾃
⾝

が
学

習
内

容
を

活
⽤

で
き

た
場

⾯
を

伝
え

る
。

【
有

⽤
性

】
○

他
の

グ
ル

ー
プ

が
，

汎
⽤

性
が

あ
る

⽅
略

を
活

⽤
し

て
い

る
姿

を
価

値
づ

け
，

共
有

す
る

。
【

有
⽤

性
】

○
多

様
な

成
員

か
ら

な
る

グ
ル

ー
プ

に
お

け
る

⼈
間

関
係

形
成

能
⼒

が
，

社
会

で
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
伝

え
る

。
（

グ
ル

ー
プ

で
学

習
す

る
こ

と
⾃

体
の

有
⽤

性
を

⽰
す

。
）

【
有

⽤
性

】
○

PB
L（

Pr
oj

ec
t B

as
ed

 L
ea

rn
in

g）
な

ど
を

通
し

て
，

グ
ル

ー
プ

で
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

っ
て

現
実

的
な

問
題

解
決

が
で

き
る

と
い

う
有

⽤
性

を
感

じ
さ

せ
る

。
【

有
⽤

性
】

○
ジ

グ
ソ

ー
学

習
や

下
の

学
年

に
伝

え
る

学
習

活
動

な
ど

の
よ

う
に

，
他

者
に

伝
え

る
た

め
に

学
ぶ

と
い

う
状

況
を

設
定

す
る

こ
と

で
，

学
習

内
容

の
有

⽤
性

に
気

づ
か

せ
る

。
【

有
⽤

性
】

授 業 中

展 開

グ ル ổ プ 学 習

○
グ

ル
ー

プ
で

懸
命

に
取

り
組

ん
で

も
結

果
に

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

と
き

，
努

⼒
を

認
め

る
な

ど
フ

ォ
ロ

ー
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

●
グ

ル
ー

プ
へ

⽀
援

を
し

す
ぎ

る
と

，
⾃

ら
⾏

動
し

な
く

て
も

結
果

が
得

ら
れ

る
た

め
，

有
能

感
や

⾃
⼰

効
⼒

感
を

⾼
め

る
こ

と
に

つ
な

が
ら

な
い

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

課
題

に
取

り
組

め
な

い
グ

ル
ー

プ
に

は
，

課
題

を
ス

モ
ー

ル
ス

テ
ッ

プ
で

⽰
し

，
有

能
感

や
⾃

⼰
効

⼒
感

を
⾼

め
な

が
ら

課
題

に
取

り
組

め
る

よ
う

に
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
学

習
者

間
の

助
⾔

に
よ

り
課

題
解

決
を

す
る

他
者

を
⾒

る
こ

と
（

代
理

的
経

験
）

で
，

「
⾃

分
に

も
で

き
る

」
と

い
う

⾃
⼰

効
⼒

感
を

育
む

。
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
コ

ー
ピ

ン
グ

モ
デ

ル
と

な
る

よ
う

な
グ

ル
ー

プ
の

紹
介

を
す

る
。

そ
の

際
に

モ
デ

ル
と

な
る

グ
ル

ー
プ

が
，

う
ま

く
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
っ

た
（

社
会

的
）

過
程

を
⾔

語
化

し
て

紹
介

す
る

。
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
個

別
に

役
割

を
設

定
す

る
こ

と
で

，
取

り
組

む
内

容
を

限
定

す
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】

○
既

有
知

識
と

の
関

連
を

⽰
す

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
グ

ル
ー

プ
の

課
題

の
難

易
度

に
対

す
る

捉
え

が
50

％
と

隔
た

り
が

あ
る

と
き

，
修

正
す

る
よ

う
な

⽀
援

を
⾏

う
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

の
個

⼈
的

興
味

と
結

び
つ

け
る

よ
う

な
働

き
か

け
を

す
る

【
個

⼈
的

興
味

】
○

グ
ル

ー
プ

で
の

意
⾒

交
流

が
活

発
に

な
る

よ
う

な
課

題
を

設
定

す
る

こ
と

で
，

⾃
分

の
考

え
と

異
な

る
考

え
が

あ
る

こ
と

に
気

づ
か

せ
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
グ

ル
ー

プ
で

⽅
法

や
達

成
レ

ベ
ル

を
選

択
で

き
る

場
⾯

を
設

け
る

こ
と

で
，

⾃
⼰

決
定

感
を

⾼
め

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。
【

⾃
律

性
・

⾃
⼰

決
定

感
】

○
グ

ル
ー

プ
内

で
ど

ん
な

役
割

が
必

要
か

⾃
分

た
ち

で
考

え
さ

せ
る

。
（

全
部

ま
た

は
⼀

部
）

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

授業をつくる・授業を診るための動機づけマトリックスの提案
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授 業 中

○
振

り
返

り
を

⾏
い

，
学

習
者

が
⾃

ら
の

成
⻑

を
客

観
的

に
捉

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
学

ん
だ

⽅
略

に
汎

⽤
性

が
あ

る
こ

と
を

⽰
す

。
他

の
場

⾯
で

⽅
略

を
転

⽤
す

る
こ

と
を

促
し

，
有

能
感

や
⾃

⼰
効

⼒
感

を
持

つ
こ

と
に

つ
な

が
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
●

連
帯

責
任

を
負

わ
せ

る
よ

う
な

こ
と

は
し

な
い

。
（

例
：

⾃
分

が
う

ま
く

で
き

た
が

，
他

の
⼈

の
影

響
で

悪
い

結
果

を
う

け
と

る
。

）
【

有
能

感
】

○
本

時
の

学
習

と
関

連
す

る
学

習
内

容
や

，
事

象
を

⽰
す

こ
と

で
，

既
有

知
識

と
の

関
連

を
⽰

し
，

次
の

学
び

へ
の

意
欲

を
⾼

め
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
学

習
者

の
興

味
に

即
し

た
，

学
習

内
容

に
関

連
す

る
事

例
や

事
象

を
扱

っ
た

ま
と

め
を

⾏
う

。
【

個
⼈

的
興

味
】

○
学

習
し

た
こ

と
が

，
活

⽤
で

き
る

事
例

を
⽰

し
た

り
，

実
際

に
学

習
し

た
こ

と
を

活
⽤

す
る

体
験

的
な

活
動

を
⾏

う
等

に
よ

り
，

学
習

し
た

こ
と

の
有

⽤
性

を
⽰

す
。

【
有

⽤
性

】

○
学

習
し

た
内

容
を

ふ
ま

え
て

，
⾃

分
で

さ
ら

に
学

ん
で

み
た

い
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
⼤

切
だ

と
伝

え
，

可
能

で
あ

れ
ば

⾃
分

⾃
⾝

で
や

っ
て

み
る

よ
う

伝
え

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

○
振

り
返

り
を

通
し

て
，

⾃
ら

の
努

⼒
や

成
⻑

を
認

識
さ

せ
，

増
⼤

的
知

能
観

を
育

む
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
⼀

枚
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

評
価

（
OP

PA
）

を
作

成
す

る
な

ど
学

習
前

と
学

習
後

の
状

態
を

記
録

さ
せ

，
そ

の
対

⽐
を

通
し

て
，

⾃
ら

の
成

⻑
を

認
識

さ
せ

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
学

習
者

同
⼠

で
成

⻑
や

努
⼒

を
認

め
合

う
機

会
を

設
け

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
学

習
者

ひ
と

り
ひ

と
り

の
意

⾒
に

よ
っ

て
，

み
ん

な
の

理
解

が
深

ま
っ

た
り

，
課

題
が

解
決

で
き

た
り

し
た

こ
と

を
強

調
す

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】
○

振
り

返
り

の
際

，
他

者
の

貢
献

に
つ

い
て

も
考

え
る

よ
う

働
き

か
け

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】

○
学

習
者

が
頑

張
っ

て
も

結
果

に
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
と

き
，

努
⼒

を
認

め
る

な
ど

フ
ォ

ロ
ー

す
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
●

学
習

者
が

頑
張

っ
て

い
な

い
の

に
，

褒
め

る
等

の
不

適
切

な
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
与

え
た

り
，

教
師

が
サ

ポ
ー

ト
し

て
成

功
さ

せ
て

し
ま

う
こ

と
は

有
能

感
や

⾃
⼰

効
⼒

感
を

育
む

こ
と

に
な

ら
な

い
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

学
習

者
が

成
果

を
あ

げ
た

と
き

は
，

客
観

的
な

成
果

の
情

報
を

⽰
し

認
め

る
。

（
例

：
〇

〇
し

た
か

ら
□

□
で

き
た

ね
。

）
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
●

学
習

者
が

成
果

を
上

げ
た

と
き

に
，

⾃
尊

⼼
に

働
き

か
け

る
よ

う
な

褒
め

⽅
は

，
外

発
的

動
機

づ
け

に
つ

な
が

る
た

め
避

け
る

。
（

例
：

賢
い

ね
。

才
能

が
あ

る
ね

。
）

【
有

能
感

】
●

他
者

と
の

⽐
較

に
よ

っ
て

評
価

が
決

ま
る

，
相

対
評

価
は

避
け

る
。

（
例

：
⼩

テ
ス

ト
で

上
位

10
位

に
な

れ
る

様
に

頑
張

り
ま

し
ょ

う
。

）
【

有
能

感
】

○
学

習
者

の
成

果
物

の
中

で
，

興
味

深
い

箇
所

を
伝

え
る

こ
と

で
，

学
習

者
が

気
づ

い
て

い
な

い
興

味
の

視
点

を
⽰

す
。

【
個

⼈
的

興
味

】

○
振

り
返

り
な

ど
で

，
学

習
者

が
⾒

出
し

た
学

習
内

容
の

有
⽤

性
を

他
の

学
習

者
に

共
有

す
る

。
【

有
⽤

性
】

○
振

り
返

り
等

を
通

じ
て

，
新

た
に

取
り

組
み

た
い

こ
と

が
学

習
者

か
ら

出
て

き
た

ら
，

で
き

る
限

り
対

応
す

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】
○

成
果

が
得

ら
れ

た
際

に
，

そ
の

成
果

が
「

⾃
ら

」
の

取
り

組
み

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
と

強
調

す
る

。
【

⾃
律

性
・

⾃
⼰

決
定

感
】

○
努

⼒
の

過
程

や
成

⻑
を

認
め

る
こ

と
で

，
増

⼤
的

知
能

観
を

育
む

こ
と

が
で

き
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】
○

テ
ス

ト
や

通
知

表
等

を
返

却
す

る
際

は
，

そ
れ

が
現

時
点

で
の

到
達

度
評

価
で

あ
り

，
変

化
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】
●

才
能

や
能

⼒
，

点
数

な
ど

を
強

調
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
⾏

う
と

，
固

定
的

知
能

観
を

育
ん

で
し

ま
う

。
【

固
定

的
知

能
観

】
○

テ
ス

ト
は

現
時

点
の

到
達

度
評

価
で

あ
り

，
結

果
（

点
数

）
に

よ
っ

て
⼀

喜
⼀

憂
す

る
の

で
は

な
く

，
さ

ら
に

成
⻑

で
き

る
要

素
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

を
⽬

指
す

よ
う

に
伝

え
る

。
【

習
熟

⽬
標

】

○
学

習
者

の
努

⼒
や

そ
れ

に
伴

う
成

⻑
に

加
え

て
，

集
団

へ
の

寄
与

に
つ

い
て

認
め

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】

○
課

題
を

難
易

度
や

量
に

つ
い

て
複

数
⽰

し
，

選
択

で
き

る
よ

う
に

し
て

，
で

き
る

と
こ

ろ
ま

で
取

り
組

む
よ

う
に

す
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
●

⾼
す

ぎ
る

基
準

を
設

け
る

と
，

結
果

に
つ

な
が

ら
ず

有
能

感
を

低
下

さ
せ

る
。

（
例

：
難

易
度

が
⾼

す
ぎ

る
。

量
が

多
す

ぎ
る

。
）

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
次

の
時

間
の

学
習

を
⾏

う
に

あ
た

っ
て

，
必

要
な

学
習

を
明

⽰
す

る
な

ど
，

学
習

者
が

予
習

を
⾏

う
こ

と
を

⽀
援

す
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

学
習

⽀
援

が
必

要
な

児
童

に
つ

い
て

，
教

師
が

⼀
緒

に
予

習
を

⾏
う

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】

○
学

習
者

が
解

決
で

き
そ

う
だ

が
，

簡
単

す
ぎ

な
い

と
感

じ
ら

れ
る

難
易

度
に

す
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
⼀

⾒
，

関
連

が
な

さ
そ

う
だ

が
，

授
業

で
の

学
習

を
活

⽤
し

て
取

り
組

む
よ

う
な

，
意

外
性

の
あ

る
課

題
を

設
定

す
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
個

⼈
的

興
味

に
応

じ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

課
題

を
設

定
す

る
。

【
個

⼈
的

興
味

】

○
こ

の
宿

題
が

何
の

た
め

に
必

要
か

伝
え

る
。

【
有

⽤
性

】
○

学
習

し
た

内
容

を
活

⽤
す

る
課

題
を

宿
題

に
す

る
。

【
有

⽤
性

】
○

次
時

の
学

習
や

活
動

に
活

か
せ

る
課

題
を

宿
題

に
す

る
。

【
有

⽤
性

】

○
課

題
の

難
易

度
（

質
・

量
）

を
選

択
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】
○

内
容

を
選

択
で

き
る

課
題

を
出

す
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

○
宿

題
な

ど
の

提
出

さ
れ

た
課

題
に

対
し

て
，

学
習

者
が

成
⻑

を
⾃

覚
で

き
る

よ
う

な
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
⾏

う
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
グ

ル
ー

プ
活

動
に

必
要

な
学

習
を

宿
題

に
出

す
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】

○
学

習
者

が
成

果
を

上
げ

た
場

⾯
を

⾒
逃

さ
ず

に
取

り
上

げ
，

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
⾏

事
や

学
年

で
の

取
り

組
み

を
⾏

う
際

，
本

番
ま

で
の

計
画

を
⽰

し
て

お
く

こ
と

で
，

⾒
通

し
を

持
っ

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
い

つ
も

と
違

う
こ

と
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
重

要
性

を
伝

え
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
授

業
を

離
れ

た
場

⾯
で

，
学

習
し

た
こ

と
が

利
⽤

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

紹
介

し
た

り
，

実
際

に
利

⽤
す

る
。

【
有

⽤
性

】
○

学
習

し
た

内
容

が
活

⽤
で

き
る

場
⾯

を
伝

え
る

。
【

有
⽤

性
】

○
学

習
者

が
，

学
習

し
た

内
容

を
活

⽤
で

き
た

場
⾯

を
認

め
る

。
【

有
⽤

性
】

○
授

業
か

ら
離

れ
た

場
⾯

で
，

学
習

し
た

こ
と

が
利

⽤
で

き
る

場
⾯

を
設

定
す

る
。

【
有

⽤
性

】

○
学

習
者

の
要

望
に

応
じ

て
，

教
師

が
柔

軟
に

対
応

す
る

姿
勢

を
伝

え
る

。
【

⾃
律

性
・

⾃
⼰

決
定

感
】

○
学

習
者

が
取

り
組

み
た

い
と

い
う

要
望

に
で

き
る

だ
け

応
じ

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】
○

学
習

者
が

決
定

し
た

こ
と

を
尊

重
す

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

○
努

⼒
や

そ
れ

に
伴

う
成

⻑
を

⾒
逃

さ
ず

，
学

習
者

に
伝

え
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】
○

学
年

や
学

級
で

⾏
事

等
に

関
す

る
取

り
組

み
を

⾏
う

際
，

回
避

⽬
標

ば
か

り
伝

え
る

の
で

は
な

く
「

〜
し

よ
う

」
と

い
っ

た
接

近
⽬

標
を

強
調

す
る

。
【

接
近

⽬
標

】

○
学

校
⾏

事
や

学
年

，
学

級
で

，
協

同
に

よ
る

成
功

体
験

や
，

⾃
分

が
周

囲
に

貢
献

で
き

た
経

験
が

で
き

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
⾏

う
。

ま
た

，
そ

の
過

程
や

成
果

を
認

め
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

︵ 教 科 の 授 業 以 外 の 場 ⾯ ︶

⼀ 般 的 な 場 ⾯

︵ 予 習 ・ 復 習 ・ 宿 題 ︶

授 業 外 学 習

ま と め ︵ 評 価 ・ フ � ổ ド バ � ク ︶

授 業 後

鈴村　一将・中西　良文

―   224   ―



授
業

を
つ

く
る

・
授

業
を

診
る
た
め
の
動
機
づ
け
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
提
案

興味価値（Interst value） 有⽤性価値（利⽤価値；Utility value）
○問題解決の過程＊を基に「ブランコ体
験ー予想ーふりこが１往復する時間が何
よって変わるか実験ー考察ー曲のテンポに
合う振り⼦を作ろう」のように単元を構想
し，学習者に⽰せるようにしておくこと
で，⾒通しを持てるようにする。【有能
感】【⾃⼰効⼒感】
＊問題解決の過程（⼩学校理科の観察，実
験の⼿引き）
⾃然事象への働きかけ/問題の把握・設定/
予想・仮説の設定/検証計画の⽴案/観察・
実験/結果の整理/考察/結論の導出

○科学的な概念とずれがある素朴概念を取
り上げるために，⼀般的に⼦どもが持つ素
朴概念をリサーチし，クラスの⼦どもがど
のようなものを持っているかも調べてお
く。（例：おもいおもりのふりこの⽅が周
期が短い）【適度な⼼理的不適合】
○素朴概念がわかるような質問紙調査をす
る。素朴概念とのずれを感じさせるような
課題を構想しておく。（例：おもりが重く
なると振り⼦の周期はどうなるでしょう）
【適度な⼼理的不適合】
○振り⼦の運動と関連し，児童が興味を持
つと想定される「ブランコ」を具体的な事
象として扱うことを想定して，ブランコの
所在を確認しておく。【個⼈的興味】

○単元の終わりに「曲のテンポ合う振り⼦
をつくろう」という課題を設定し，学んだ
ことを活⽤する場⾯を設ける。【有⽤性】
○振り⼦が１往復する周期は何によって変
化するのか調べる実験では，変える条件を
⼀つに限定して調べる必要がある（条件制
御）。すでに学習した，５年⽣『植物の発
芽』の実験を想起させ，学習の関連を⽰す
場⾯を設ける。【有⽤性】

○休み時間に児童とブランコで遊び，「ど
ちらがはやく１往復するか」「⽴っている
時と座っている時では１往復する時間は変
わるか」などの視点を与えることで，⾃ら
問題意識を持ったり，⾃ら調べたりするよ
う促す。【⾃律性・⾃⼰決定感】
○振り⼦が１往復する周期は何によって変
化するのか調べる実験について，児童が考
えた条件で実験することを想定して準備し
ておく。（重さ，⻑さ，ふれはば，おもり
の素材，⽷の素材など）【⾃律性・⾃⼰決
定感】

○児童の「振り返り」から，⾃⾝の努⼒や
熟達，成⻑と捉えられているものを事前に
取り上げ，本時の終わりや次時の最初に児
童⾃⾝が発表したり，紹介できるようにし
ておく。【増⼤的知能観】
○この単元で育成する資質能⼒を把握して
おく。【増⼤的知能観】

○課題に対する予想を⾏う場⾯で，考えを
交流する機会を設けたり，グループで実験
をする機会を設けたりする。その際，グ
ループは活動がスムーズに進むよう考慮し
て，事前に編成しておく。【親和動機】
【他者志向的動機】
○グループ活動をスムーズに⾏うための
ウォーミングアップの課題を準備してお
く。【親和動機】

○振り⼦の⾝近な例として，ブランコやメ
トロノームを⽰し，それらを使った経験を
想起させることで，できそうという認識を
持たせる。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○この単元の流れを，「ブランコ体験ー予
想ーふりこが１往復する時間が何よって変
わるか実験ー考察ー曲のテンポに合う振り
⼦を作ろう」と設定し，教室に掲⽰する。
また，本時の学習がどこに位置づくか⽰
す。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○「ふりこが１往復する時間は何によって
変わるのか予想しよう」のように，学習者
が何をすれば良いかわかる具体的なめあて
を設定する。（悪い例：「ふりこの性質に
ついて考えよう」）【有能感】【⾃⼰効⼒
感】

○児童はおもりが重い⽅が振り⼦の周期が
短いと考えることが多い。素朴概念とのず
れを感じさせるために，「先⽣とどちらが
はやくブランコで１往復できるか」を調べ
る活動を⾏う。【適度な⼼理的不適合】
○振り⼦の運動と関連し，児童が興味を持
つと想定される「ブランコ」や「ペンデュ
ラムウェーブ」を扱う。【個⼈的興味】
○単元の学習の終わりに「曲のテンポに合
う振り⼦を作ろう」を設定することを伝
え，その際に⾃分の好きな曲を持ってこさ
せる。【個⼈的興味】【適度な⼼理的不適
合】

○「ブランコ」や「メトロノーム」といっ
た⾝近な事象を扱うことで，学習と実⽣活
のつながりを意識させる。【有⽤性】

○「先⽣とどちらが速くブランコで１往復
できるか」を調べる活動を⾏うことで，⾃
分で取り組みたいという気持ちを感化す
る。【⾃律性・⾃⼰決定感】
○上記の活動から「振り⼦の１往復する時
間が何によって変わるのか」という課題を
学習者の考えをもとに導出する。【⾃律
性・⾃⼰決定感】
○振り⼦が１往復する周期は何によって変
化するのか調べる実験について，⾃分たち
が考えた条件で実験することを伝える。
【⾃律性・⾃⼰決定感】

○「間違ってもいい，むしろ間違いがよい
学びにつながる」ということを強調する。
【増⼤的知能観】
○本単元の学習を通じて，「⾃分から進ん
で，問題解決に取り組むことができるよう
になる」ことや「振り⼦の運動の規則性が
わかるようになる」ことができるようにな
るために学習すると伝える。【学習⽬標】
○実験を⾏う際，好ましくない⾏動を避け
ることよりも，好ましい⾏動を⾏うことを
めあてとする。【接近⽬標】

○本単元ではグループで調べる条件を考え
たり，実験を⾏なったり，結果をまとめた
りといった，グループでの活動があること
を伝える。その際は，仲良く取り組むだけ
ではなく，互いに役割を果たし，グループ
の活動に貢献できるよう取り組むことが⼤
切であると伝える。【他者志向的動機】

展
開

全
体

○本時の学習が，単元の学習のどこに位置
づくか，教室に掲⽰した単元の流れの上で
⽰す。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○振り⼦の実験を⾏う際，最初に代表児童
と教師で演⽰実験を⾏い，振れ幅の計り⽅
や，時間の測り⽅などを⽰す。【有能感】
【⾃⼰効⼒感】
○実験や結果の記録などがスムーズにでき
ているグループや，教師の⽀援によってス
ムーズにできるようになったグループを取
り上げ，どのような⼯夫やアドバイスに
よって改善したか他のグループに紹介させ
る。【⾃⼰効⼒感】
○実験や⽚付けの⼿順を，児童が再確認で
きる形で視覚的に⽰す。（板書，ICT機器の
活⽤）【有能感】【⾃⼰効⼒感】

○実験を⾏う前に予想をし，全体で共有し
てから実験を⾏うことで，「先⽣とどちら
がはやくブランコで１往復できるか」とい
う活動の結果の意外性を強調する。【適度
な⼼理的不適合】
○ふりこの性質を明らかにした後，「『ア
ルプスの少⼥ハイジ』がオープニングで
乗っているブランコを作ろう」という課題
に取り組む。【個⼈的興味】
○「曲のテンポに合う振り⼦を作ろう」と
いう課題において，⼦どもたちの間で流⾏
している曲を扱う。【個⼈的興味】

○「ふりこが１往復する時間は何によって
変わるのか」分かると，曲のテンポに合う
振り⼦を作ったり，ペンデュラムウェーブ
の原理が説明できたりするようになること
を伝える。また，メトロノームや振り⼦時
計の仕組みが説明できることなどを伝え
る。【有⽤性】

○振り⼦が１往復する周期は何によって変
化するのか調べる実験について，児童が考
えた条件で実験するために，必要な環境を
できる限り整えることを伝える。【⾃律
性・⾃⼰決定感】

○振り⼦について，知らなかったことや，
誤った思い込みがあったことが，学習を通
して科学的に明らかになったことを⽰し，
学習を通して，児童が成⻑していることを
伝える。【増⼤的知能観】
○実験について，成否の観点だけで捉える
のではなく，上⼿くいかなくても，原因を
究明するような姿勢で取り組むことを促
す。【習熟⽬標】

○振り⼦の実験では，役割分担が必要であ
る。役割分担をして実験を⾏う説明をする
際は，その内容がこの後のグループ活動
（実験）で必要になることを強調して伝え
る。【親和動機】【他者志向的動機】

︵
授
業
構
想
︶

授
業
前

導
⼊

授
業
中

社会的動機づけ（Social motivation）

表 2 動機づけマトリックス（理科『振り子の運動』）
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の理論
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達成⽬標（Achievement goal）

鈴
村
 
一
将
・
中
西
 
良
文

授
業
中

○振り返りを⾏い，学習者が⾃らの成⻑を客観的に
捉えられるようにする。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○学んだ⽅略に汎⽤性があることを⽰す。他の場⾯
で⽅略を転⽤することを促し，有能感や⾃⼰効⼒感
を持つことにつながる。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
●連帯責任を負わせるようなことはしない。（例：
⾃分がうまくできたが，他の⼈の影響で悪い結果を
うけとる。）【有能感】

○本時の学習と関連する学習内容や，事象
を⽰すことで，既有知識との関連を⽰し，
次の学びへの意欲を⾼める。【適度な⼼理
的不適合】
○学習者の興味に即した，学習内容に関連
する事例や事象を扱ったまとめを⾏う。
【個⼈的興味】

○学習したことが，活⽤できる事例を⽰し
たり，実際に学習したことを活⽤する体験
的な活動を⾏う等により，学習したことの
有⽤性を⽰す。【有⽤性】

○学習した内容をふまえて，⾃分でさらに
学んでみたいことについて考えることが⼤
切だと伝え，可能であれば⾃分⾃⾝でやっ
てみるよう伝える。【⾃律性・⾃⼰決定
感】

○振り返りを通して，⾃らの努⼒や成⻑を認識
させ，増⼤的知能観を育む。【増⼤的知能観】
○⼀枚ポートフォリオ評価（OPPA）を作成す
るなど学習前と学習後の状態を記録させ，その
対⽐を通して，⾃らの成⻑を認識させる。【増
⼤的知能観】
○学習者同⼠で成⻑や努⼒を認め合う機会を設
ける。【増⼤的知能観】

○学習者ひとりひとりの意⾒によって，み
んなの理解が深まったり，課題が解決でき
たりしたことを強調する。【親和動機】
【他者志向的動機】
○振り返りの際，他者の貢献についても考
えるよう働きかける。【親和動機】【他者
志向的動機】

○学習者が頑張っても結果につながらなかったと
き，努⼒を認めるなどフォローする。【有能感】
【⾃⼰効⼒感】
●学習者が頑張っていないのに，褒める等の不適切
なフィードバックを与えたり，教師がサポートして
成功させてしまうことは有能感や⾃⼰効⼒感を育む
ことにならない【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○学習者が成果をあげたときは，客観的な成果の情
報を⽰し認める。（例：〇〇したから□□できた
ね。）【有能感】【⾃⼰効⼒感】
●学習者が成果を上げたときに，⾃尊⼼に働きかけ
るような褒め⽅は，外発的動機づけにつながるため
避ける。（例：賢いね。才能があるね。）【有能
感】
●他者との⽐較によって評価が決まる，相対評価は
避ける。（例：⼩テストで上位10位になれる様に
頑張りましょう。）【有能感】

○学習者の成果物の中で，興味深い箇所を
伝えることで，学習者が気づいていない興
味の視点を⽰す。【個⼈的興味】

○振り返りなどで，学習者が⾒出した学習
内容の有⽤性を他の学習者に共有する。
【有⽤性】

○振り返り等を通じて，新たに取り組みた
いことが学習者から出てきたら，できる限
り対応する。【⾃律性・⾃⼰決定感】
○成果が得られた際に，その成果が「⾃
ら」の取り組みによって得られたものであ
ると強調する。【⾃律性・⾃⼰決定感】

○努⼒の過程や成⻑を認めることで，増⼤的知
能観を育むことができる。【増⼤的知能観】
○テストや通知表等を返却する際は，それが現
時点での到達度評価であり，変化するものであ
ることを伝える。【増⼤的知能観】
●才能や能⼒，点数などを強調するフィード
バックを⾏うと，固定的知能観を育んでしま
う。【固定的知能観】
○テストは現時点の到達度評価であり，結果
（点数）によって⼀喜⼀憂するのではなく，さ
らに成⻑できる要素を明らかにすることを⽬指
すように伝える。【習熟⽬標】

○学習者の努⼒やそれに伴う成⻑に加え
て，集団への寄与について認める。【親和
動機】【他者志向的動機】

○課題を難易度や量について複数⽰し，選択できる
ようにして，できるところまで取り組むようにす
る。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
●⾼すぎる基準を設けると，結果につながらず有能
感を低下させる。（例：難易度が⾼すぎる。量が多
すぎる。）【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○次の時間の学習を⾏うにあたって，必要な学習を
明⽰するなど，学習者が予習を⾏うことを⽀援す
る。【有能感】【⾃⼰効⼒感】
○学習⽀援が必要な児童について，教師が⼀緒に予
習を⾏う。【有能感】【⾃⼰効⼒感】

○学習者が解決できそうだが，簡単すぎな
いと感じられる難易度にする。【適度な⼼
理的不適合】
○⼀⾒，関連がなさそうだが，授業での学
習を活⽤して取り組むような，意外性のあ
る課題を設定する。【適度な⼼理的不適
合】
○個⼈的興味に応じて取り組むことができ
る課題を設定する。【個⼈的興味】

○この宿題が何のために必要か伝える。
【有⽤性】
○学習した内容を活⽤する課題を宿題にす
る。【有⽤性】
○次時の学習や活動に活かせる課題を宿題
にする。【有⽤性】

○課題の難易度（質・量）を選択できるよ
うにする。【⾃律性・⾃⼰決定感】
○内容を選択できる課題を出す。【⾃律
性・⾃⼰決定感】

○宿題などの提出された課題に対して，学習者
が成⻑を⾃覚できるようなフィードバックを⾏
う。【増⼤的知能観】

○グループ活動に必要な学習を宿題に出
す。【親和動機】【他者志向的動機】

○学習者が成果を上げた場⾯を⾒逃さずに取り上
げ，フィードバックする。【有能感】【⾃⼰効⼒
感】
○⾏事や学年での取り組みを⾏う際，本番までの計
画を⽰しておくことで，⾒通しを持って取り組むこ
とができる。【有能感】【⾃⼰効⼒感】

○いつもと違うことにチャレンジする重要
性を伝える。【適度な⼼理的不適合】

○授業を離れた場⾯で，学習したことが利
⽤されていることを紹介したり，実際に利
⽤する。【有⽤性】
○学習した内容が活⽤できる場⾯を伝え
る。【有⽤性】
○学習者が，学習した内容を活⽤できた場
⾯を認める。【有⽤性】
○授業から離れた場⾯で，学習したことが
利⽤できる場⾯を設定する。【有⽤性】

○学習者の要望に応じて，教師が柔軟に対
応する姿勢を伝える。【⾃律性・⾃⼰決定
感】
○学習者が取り組みたいという要望にでき
るだけ応じる。【⾃律性・⾃⼰決定感】
○学習者が決定したことを尊重する。【⾃
律性・⾃⼰決定感】

○努⼒やそれに伴う成⻑を⾒逃さず，学習者に
伝える。【増⼤的知能観】
○学年や学級で⾏事等に関する取り組みを⾏う
際，回避⽬標ばかり伝えるのではなく「〜しよ
う」といった接近⽬標を強調する。【接近⽬
標】

○学校⾏事や学年，学級で，協同による成
功体験や，⾃分が周囲に貢献できた経験が
できるような取り組みを⾏う。また，その
過程や成果を認める。【親和動機】【他者
志向的動機】

︵
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個 ⼈
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を

価
値

づ
け

る
。

ま
た

，
そ

の
姿

を
学

級
で

伝
え

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】

グ ル ổ プ 学 習

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

明
ら

か
に

す
る

実
験

に
つ

い
て

，
グ

ル
ー

プ
で

懸
命

に
取

り
組

ん
で

も
結

果
に

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

と
き

，
努

⼒
を

認
め

る
な

ど
フ

ォ
ロ

ー
す

る
こ

と
で

有
能

感
を

育
む

。
【

有
能

感
】

●
実

験
前

か
ら

グ
ル

ー
プ

へ
⽀

援
を

し
す

ぎ
る

と
，

⾃
ら

⾏
動

し
な

く
て

も
結

果
が

得
ら

れ
る

た
め

，
過

度
の

⽀
援

は
避

け
る

。
【

有
能

感
】

○
ふ

り
こ

の
実

験
を

，
繰

り
返

し
⾏

い
，

実
験

結
果

の
再

現
性

を
確

か
め

る
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

で
，

確
か

な
結

果
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

調
べ

る
実

験
が

う
ま

く
い

か
な

い
グ

ル
ー

プ
に

は
，

改
善

策
を

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
⽰

す
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
実

験
や

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

に
お

い
て

，
児

童
間

の
協

同
に

よ
り

う
ま

く
い

っ
た

様
⼦

を
撮

影
し

て
動

画
で

⽰
す

。
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
ブ

ラ
ン

コ
遊

び
な

ど
の

経
験

を
も

と
に

考
え

る
よ

う
助

⾔
す

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

児
童

が
興

味
を

⽰
す

と
考

え
ら

れ
る

船
型

の
⼤

型
ブ

ラ
ン

コ
や

登
り

綱
を

例
⽰

を
し

な
が

ら
説

明
す

る
。

【
個

⼈
的

興
味

】
○

課
題

を
難

し
す

ぎ
る

と
捉

え
て

い
る

場
合

，
関

連
す

る
既

有
知

識
や

，
⼿

が
か

り
を

与
え

適
度

な
難

易
度

に
す

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

意
⾒

が
分

か
れ

る
よ

う
な

課
題

，
グ

ル
ー

プ
で

の
意

⾒
交

流
が

活
発

に
な

る
よ

う
な

課
題

を
設

定
す

る
こ

と
で

，
⾃

分
の

考
え

と
異

な
る

考
え

が
あ

る
こ

と
に

気
づ

か
せ

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】

○
「

ふ
り

こ
が

１
往

復
す

る
時

間
は

何
に

よ
っ

て
変

わ
る

の
か

」
分

か
る

と
，

曲
の

テ
ン

ポ
に

合
う

振
り

⼦
を

作
っ

た
り

，
ペ

ン
デ

ュ
ラ

ム
ウ

ェ
ー

ブ
の

原
理

が
説

明
で

き
た

り
す

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
伝

え
る

。
【

有
⽤

性
】

○
実

験
等

，
グ

ル
ー

プ
で

共
同

す
る

場
⾯

で
，

育
ま

れ
る

⾮
認

知
能

⼒
が

，
社

会
で

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

伝
え

る
。

【
有

⽤
性

】
○

ふ
り

こ
の

性
質

を
調

べ
る

実
験

で
，

変
え

る
条

件
（

お
も

り
の

重
さ

・
ふ

り
こ

の
⻑

さ
・

振
れ

幅
）

ご
と

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
み

，
結

果
の

共
有

を
ジ

グ
ソ

ー
学

習
を

⽤
い

て
⾏

う
。

そ
う

す
る

こ
と

で
，

⾃
分

達
の

グ
ル

ー
プ

で
実

験
し

た
結

果
が

，
他

の
グ

ル
ー

プ
に

説
明

す
る

た
め

に
必

要
に

な
る

こ
と

か
ら

有
⽤

性
を

感
じ

る
こ

と
に

な
る

。
【

有
⽤

性
】

○
振

り
⼦

が
１

往
復

す
る

周
期

は
何

に
よ

っ
て

変
化

す
る

の
か

調
べ

る
実

験
に

つ
い

て
，

児
童

が
⽅

法
を

考
え

実
験

で
き

る
機

会
を

設
け

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】
＊

個
⼈

と
同

じ
○

ふ
り

こ
の

性
質

を
調

べ
る

実
験

を
⾏

う
際

，
グ

ル
ー

プ
内

で
ど

ん
な

役
割

分
担

が
必

要
か

⾃
分

た
ち

で
考

え
さ

せ
る

。
【

⾃
律

性
・

⾃
⼰

決
定

感
】

○
実

験
や

話
し

合
い

等
，

グ
ル

ー
プ

で
の

協
同

が
う

ま
く

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
を

価
値

づ
け

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
実

験
や

話
し

合
い

等
，

グ
ル

ー
プ

で
の

協
同

を
通

し
て

⾮
認

知
能

⼒
が

成
⻑

し
て

い
る

こ
と

を
伝

え
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】
○

実
験

に
つ

い
て

，
成

否
の

観
点

だ
け

で
捉

え
る

の
で

は
な

く
，

上
⼿

く
い

か
な

く
て

も
，

そ
れ

を
受

け
て

グ
ル

ー
プ

で
原

因
を

究
明

し
た

り
，

再
度

実
験

を
し

た
り

す
る

よ
う

促
す

。
【

習
熟

⽬
標

】
○

実
験

す
る

際
，

グ
ル

ー
プ

と
し

て
好

ま
し

く
な

い
姿

を
注

意
す

る
よ

り
も

，
好

ま
し

い
姿

を
取

り
上

げ
て

，
⽬

指
す

姿
を

⽰
す

。
【

接
近

⽬
標

】

○
実

験
や

話
し

合
い

等
，

グ
ル

ー
プ

で
協

同
す

る
場

⾯
で

，
課

題
解

決
に

貢
献

し
よ

う
し

て
い

る
姿

を
認

め
，

他
の

学
習

者
に

伝
え

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】
○

実
験

を
⾏

う
際

，
個

別
に

役
割

を
設

定
す

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】
○

実
験

や
話

し
合

い
等

，
グ

ル
ー

プ
で

協
同

す
る

場
⾯

で
，

協
⼒

す
る

（
仲

良
く

取
り

組
む

）
だ

け
で

は
不

⼗
分

で
，

課
題

解
決

の
た

め
に

協
同

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
伝

え
る

。
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
グ

ル
ー

プ
活

動
を

ス
ム

ー
ズ

に
⾏

う
た

め
の

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
の

課
題

を
⾏

う
。

具
体

的
に

は
，

振
り

⼦
の

1往
復

ご
と

に
全

員
が

拍
⼿

を
し

，
そ

の
拍

⼿
が

ず
れ

な
い

よ
う

に
す

る
課

題
を

⾏
う

。
【

親
和

動
機

】

○
振

り
返

り
を

⾏
う

際
，

児
童

が
わ

か
っ

た
こ

と
や

，
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

を
⾃

⾝
に

捉
え

さ
せ

る
よ

う
に

働
き

か
け

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

●
実

験
が

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
と

し
て

も
，

グ
ル

ー
プ

や
個

⼈
を

批
判

せ
ず

，
で

き
て

い
た

と
こ

ろ
に

⽬
を

向
け

さ
せ

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

明
ら

か
に

し
て

か
ら

，
そ

の
知

識
を

活
⽤

し
て

取
り

組
む

「
曲

の
テ

ン
ポ

に
合

う
振

り
⼦

を
作

ろ
う

」
を

⽰
し

，
⾃

分
の

好
き

な
曲

を
持

っ
て

こ
さ

せ
る

こ
と

で
，

次
の

学
び

へ
の

興
味

を
⾼

め
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

【
個

⼈
的

興
味

】
○

メ
ト

ロ
ノ

ー
ム

や
振

り
⼦

時
計

を
⽤

い
て

，
ま

と
め

を
⾏

う
。

【
個

⼈
的

興
味

】
○

導
⼊

で
⽰

し
た

「
先

⽣
と

ど
ち

ら
が

は
や

く
ブ

ラ
ン

コ
で

１
往

復
で

き
る

か
」

と
い

う
問

を
改

め
て

確
認

す
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
メ

ト
ロ

ノ
ー

ム
や

振
り

⼦
時

計
を

⽤
い

て
，

実
際

に
操

作
す

る
こ

と
で

，
周

期
が

ど
の

よ
う

に
変

化
す

る
か

確
か

め
る

活
動

を
⾏

う
。

【
有

⽤
性

】

○
児

童
⾃

⾝
が

様
々

な
条

件
に

つ
い

て
検

討
し

，
妥

当
な

考
え

を
⽣

み
出

す
こ

と
が

で
き

た
こ

と
を

価
値

づ
け

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

○
児

童
の

「
振

り
返

り
」

か
ら

，
⾃

⾝
の

努
⼒

や
熟

達
，

成
⻑

と
捉

え
ら

れ
て

い
る

も
の

を
取

り
上

げ
，

児
童

⾃
⾝

が
発

表
し

た
り

，
教

師
が

紹
介

す
る

機
会

を
本

時
の

終
わ

り
や

次
時

の
最

初
に

設
け

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
⼀

枚
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

評
価

（
OP

PA
）

を
作

成
し

，
⾃

ら
の

成
⻑

を
認

識
さ

せ
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】

○
実

験
や

話
し

合
い

を
通

し
て

，
児

童
ひ

と
り

ひ
と

り
の

意
⾒

に
よ

っ
て

，
み

ん
な

の
理

解
が

深
ま

っ
た

り
，

課
題

が
解

決
で

き
た

り
し

た
こ

と
を

強
調

す
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
振

り
返

り
の

際
，

他
者

の
貢

献
や

グ
ル

ー
プ

で
⼀

緒
に

や
っ

て
う

ま
く

で
き

た
こ

と
に

つ
い

て
も

意
⾒

を
求

め
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

ま と め

展 開
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○
児

童
が

，
実

験
を

失
敗

し
た

り
，

ふ
り

こ
が

１
往

復
す

る
時

間
を

求
め

る
計

算
が

で
き

な
か

っ
た

り
し

た
際

，
努

⼒
を

認
め

る
な

ど
フ

ォ
ロ

ー
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

●
児

童
が

頑
張

っ
て

い
な

い
の

に
，

褒
め

る
等

の
不

適
切

な
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
与

え
た

り
，

教
師

が
サ

ポ
ー

ト
し

て
成

功
さ

せ
て

し
ま

う
こ

と
は

有
能

感
や

⾃
⼰

効
⼒

感
を

育
む

こ
と

に
な

ら
な

い
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
実

験
が

正
確

に
⾏

え
た

り
，

有
意

義
な

話
し

合
い

が
で

き
た

り
し

た
際

，
客

観
的

な
成

果
の

情
報

を
⽰

し
価

値
づ

け
る

。
（

例
：

時
間

を
測

る
練

習
を

し
て

取
り

組
ん

だ
か

ら
，

正
確

な
計

測
が

で
き

た
ね

。
）

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

●
⾃

尊
⼼

に
働

き
か

け
る

よ
う

な
認

め
⽅

は
，

外
発

的
動

機
づ

け
に

つ
な

が
る

た
め

避
け

る
。

（
例

：
賢

い
ね

。
才

能
が

あ
る

ね
。

）
【

有
能

感
】

●
他

者
と

の
⽐

較
に

よ
っ

て
評

価
が

決
ま

る
，

相
対

評
価

は
避

け
る

。
【

有
能

感
】

○
学

習
者

の
成

果
物

の
中

で
、

興
味

深
い

箇
所

を
伝

え
る

こ
と

で
、

学
習

者
が

気
づ

い
て

い
な

い
興

味
の

視
点

を
⽰

す
。

【
個

⼈
的

価
値

】

○
橋

脚
の

免
震

構
造

な
ど

⽇
常

⽣
活

の
様

々
な

場
⾯

で
ふ

り
こ

が
に

⽤
い

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

紹
介

す
る

。
【

有
⽤

性
】

○
ペ

ン
デ

ュ
ラ

ム
ウ

ェ
ー

ブ
を

作
り

た
い

，
ハ

イ
ジ

の
ブ

ラ
ン

コ
を

再
現

し
た

い
，

等
の

児
童

の
要

望
に

で
き

る
限

り
対

応
す

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

○
評

価
を

伝
え

る
際

，
努

⼒
の

過
程

や
成

⻑
を

伝
え

る
こ

と
で

，
増

⼤
的

知
能

観
を

育
む

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】
●

才
能

や
能

⼒
，

点
数

な
ど

を
強

調
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
⾏

う
と

，
固

定
的

知
能

観
を

育
ん

で
し

ま
う

。
【

固
定

的
知

能
観

】
○

テ
ス

ト
は

到
達

度
評

価
で

あ
り

，
理

解
で

き
て

い
な

か
っ

た
内

容
に

つ
い

て
，

再
実

験
を

し
た

り
，

授
業

記
録

や
成

果
物

を
振

り
返

る
こ

と
で

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
⼤

切
で

あ
る

と
伝

え
る

。
【

習
熟

⽬
標

】

○
評

価
を

伝
え

る
際

，
児

童
の

努
⼒

や
集

団
へ

の
寄

与
，

そ
し

て
そ

れ
に

伴
う

個
⼈

と
集

団
に

お
け

る
成

⻑
に

つ
い

て
認

め
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
単

元
の

学
習

後
，

ふ
り

こ
の

性
質

に
つ

い
て

ノ
ー

ト
に

ま
と

め
る

課
題

を
出

す
。

分
量

は
指

定
せ

ず
，

内
容

で
評

価
す

る
こ

と
を

伝
え

る
。

（
例

：
⾃

分
の

で
き

る
範

囲
で

ま
と

め
さ

せ
る

。
）

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

調
べ

る
実

験
を

⾏
う

際
，

必
要

な
操

作
の

練
習

（
・

ふ
り

こ
の

１
往

復
を

数
え

る
。

・
１

往
復

の
時

間
を

計
測

す
る

。
・

ふ
り

こ
に

余
計

な
⼒

を
加

え
ず

に
振

り
始

め
る

。
な

ど
）

を
休

み
時

間
を

利
⽤

し
て

⾏
う

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

⽤
い

て
，

ペ
ン

デ
ュ

ラ
ム

ウ
ェ

ー
ブ

が
作

成
で

き
る

こ
と

を
伝

え
る

。
（

⾃
由

研
究

等
で

取
り

組
む

こ
と

を
勧

め
る

。
）

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】

○
単

元
の

学
習

後
，

ふ
り

こ
の

性
質

に
つ

い
て

ノ
ー

ト
に

ま
と

め
る

課
題

を
出

す
。

学
ん

だ
こ

と
を

整
理

し
て

ま
と

め
る

こ
と

で
，

知
識

を
整

理
し

て
記

憶
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

伝
え

る
。

【
有

⽤
性

】
○

「
２

つ
の

振
り

⼦
が

１
往

復
す

る
時

間
を

揃
え

た
い

場
合

，
ど

の
条

件
を

同
じ

に
す

れ
ば

よ
い

か
」

と
い

っ
た

応
⽤

問
題

に
取

り
組

ま
せ

る
。

【
有

⽤
性

】

○
単

元
の

学
習

後
，

ふ
り

こ
の

性
質

に
つ

い
て

ノ
ー

ト
に

ま
と

め
る

課
題

を
出

す
。

分
量

は
指

定
せ

ず
，

内
容

で
評

価
す

る
こ

と
を

伝
え

る
。

（
⾃

分
で

ど
れ

だ
け

や
る

か
決

め
さ

せ
る

。
）

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

○
単

元
の

学
習

後
，

ふ
り

こ
の

性
質

に
つ

い
て

ノ
ー

ト
に

ま
と

め
る

課
題

を
出

す
。

こ
の

単
元

を
通

し
て

，
成

⻑
し

た
こ

と
を

宿
題

へ
の

コ
メ

ン
ト

と
し

て
伝

え
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】

○
休

み
時

間
を

利
⽤

し
て

，
そ

れ
ぞ

れ
の

児
童

が
グ

ル
ー

プ
で

の
実

験
に

必
要

な
操

作
の

練
習

（
・

ふ
り

こ
の

１
往

復
を

数
え

る
。

・
１

往
復

の
時

間
を

計
測

す
る

。
・

ふ
り

こ
に

余
計

な
⼒

を
加

え
ず

に
振

り
始

め
る

。
な

ど
）

を
⾏

う
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】

︵ 評 価 ・ フ � ổ ド バ � ク ︶
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授 業 外 学 習
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個 ⼈

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

明
ら

か
に

す
る

実
験

に
つ

い
て

，
グ

ル
ー

プ
で

懸
命

に
取

り
組

ん
で

も
結

果
に

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

と
き

，
努

⼒
を

認
め

る
な

ど
フ

ォ
ロ

ー
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

●
実

験
前

か
ら

⽀
援

を
し

す
ぎ

る
と

，
⾃

ら
⾏

動
し

な
く

て
も

結
果

が
得

ら
れ

る
た

め
，

有
能

感
や

⾃
⼰

効
⼒

感
を

⾼
め

る
こ

と
に

つ
な

が
ら

な
い

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

ふ
り

こ
の

実
験

を
，

繰
り

返
し

⾏
い

，
実

験
結

果
の

再
現

性
を

確
か

め
る

時
間

を
確

保
す

る
こ

と
で

，
確

か
な

結
果

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】
○

ふ
り

こ
の

性
質

を
調

べ
る

実
験

が
う

ま
く

い
か

な
い

場
合

，
改

善
策

を
ス

モ
ー

ル
ス

テ
ッ

プ
で

⽰
す

。
【

有
能

感
】

【
⾃

⼰
効

⼒
感

】

○
ブ

ラ
ン

コ
遊

び
な

ど
の

経
験

を
も

と
に

考
え

る
よ

う
助

⾔
す

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

児
童

が
興

味
を

⽰
す

と
考

え
ら

れ
る

船
型

の
⼤

型
ブ

ラ
ン

コ
や

登
り

綱
を

例
⽰

を
し

な
が

ら
説

明
す

る
。

【
個

⼈
的

興
味

】
○

課
題

を
難

し
す

ぎ
る

と
捉

え
て

い
る

場
合

，
関

連
す

る
既

有
知

識
や

，
⼿

が
か

り
を

与
え

適
度

な
難

易
度

に
す

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】

○
「

ふ
り

こ
が

１
往

復
す

る
時

間
は

何
に

よ
っ

て
変

わ
る

の
か

」
分

か
る

と
，

曲
の

テ
ン

ポ
に

合
う

振
り

⼦
を

作
っ

た
り

，
ペ

ン
デ

ュ
ラ

ム
ウ

ェ
ー

ブ
の

原
理

が
説

明
で

き
た

り
す

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
伝

え
る

。
【

有
⽤

性
】

○
振

り
⼦

が
１

往
復

す
る

周
期

は
何

に
よ

っ
て

変
化

す
る

の
か

調
べ

る
実

験
に

つ
い

て
，

児
童

が
⽅

法
を

考
え

実
験

で
き

る
機

会
を

設
け

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

○
ふ

り
こ

の
性

質
に

つ
い

て
，

単
元

の
学

習
を

進
め

る
に

つ
れ

て
，

新
し

い
知

識
や

考
え

⽅
が

獲
得

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

伝
え

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
振

り
⼦

の
実

験
で

は
，

役
割

分
担

が
必

要
で

あ
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

児
童

が
責

任
を

持
っ

て
役

割
を

果
た

す
必

要
が

あ
る

こ
と

を
伝

え
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
グ

ル
ー

プ
で

実
験

⽅
法

や
結

果
の

考
察

を
⾏

う
際

，
そ

れ
ぞ

れ
の

児
童

が
考

え
を

持
っ

た
う

え
で

，
話

し
合

う
こ

と
が

⼤
切

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

る
。

個
⼈

の
学

び
が

，
グ

ル
ー

プ
の

学
び

に
貢

献
す

る
こ

と
を

強
調

す
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
実

験
等

，
グ

ル
ー

プ
で

協
同

す
る

場
⾯

で
，

児
童

が
責

任
を

持
っ

て
役

割
を

果
た

し
た

り
，

⾃
分

の
考

え
を

伝
え

た
り

し
て

，
課

題
解

決
に

貢
献

す
る

姿
を

価
値

づ
け

る
。

ま
た

，
そ

の
姿

を
学

級
で

伝
え

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】

グ ル ổ プ 学 習

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

明
ら

か
に

す
る

実
験

に
つ

い
て

，
グ

ル
ー

プ
で

懸
命

に
取

り
組

ん
で

も
結

果
に

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

と
き

，
努

⼒
を

認
め

る
な

ど
フ

ォ
ロ

ー
す

る
こ

と
で

有
能

感
を

育
む

。
【

有
能

感
】

●
実

験
前

か
ら

グ
ル

ー
プ

へ
⽀

援
を

し
す

ぎ
る

と
，

⾃
ら

⾏
動

し
な

く
て

も
結

果
が

得
ら

れ
る

た
め

，
過

度
の

⽀
援

は
避

け
る

。
【

有
能

感
】

○
ふ

り
こ

の
実

験
を

，
繰

り
返

し
⾏

い
，

実
験

結
果

の
再

現
性

を
確

か
め

る
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

で
，

確
か

な
結

果
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

調
べ

る
実

験
が

う
ま

く
い

か
な

い
グ

ル
ー

プ
に

は
，

改
善

策
を

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
⽰

す
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
実

験
や

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

に
お

い
て

，
児

童
間

の
協

同
に

よ
り

う
ま

く
い

っ
た

様
⼦

を
撮

影
し

て
動

画
で

⽰
す

。
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
ブ

ラ
ン

コ
遊

び
な

ど
の

経
験

を
も

と
に

考
え

る
よ

う
助

⾔
す

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

児
童

が
興

味
を

⽰
す

と
考

え
ら

れ
る

船
型

の
⼤

型
ブ

ラ
ン

コ
や

登
り

綱
を

例
⽰

を
し

な
が

ら
説

明
す

る
。

【
個

⼈
的

興
味

】
○

課
題

を
難

し
す

ぎ
る

と
捉

え
て

い
る

場
合

，
関

連
す

る
既

有
知

識
や

，
⼿

が
か

り
を

与
え

適
度

な
難

易
度

に
す

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】
○

意
⾒

が
分

か
れ

る
よ

う
な

課
題

，
グ

ル
ー

プ
で

の
意

⾒
交

流
が

活
発

に
な

る
よ

う
な

課
題

を
設

定
す

る
こ

と
で

，
⾃

分
の

考
え

と
異

な
る

考
え

が
あ

る
こ

と
に

気
づ

か
せ

る
。

【
適

度
な

⼼
理

的
不

適
合

】

○
「

ふ
り

こ
が

１
往

復
す

る
時

間
は

何
に

よ
っ

て
変

わ
る

の
か

」
分

か
る

と
，

曲
の

テ
ン

ポ
に

合
う

振
り

⼦
を

作
っ

た
り

，
ペ

ン
デ

ュ
ラ

ム
ウ

ェ
ー

ブ
の

原
理

が
説

明
で

き
た

り
す

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
伝

え
る

。
【

有
⽤

性
】

○
実

験
等

，
グ

ル
ー

プ
で

共
同

す
る

場
⾯

で
，

育
ま

れ
る

⾮
認

知
能

⼒
が

，
社

会
で

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

伝
え

る
。

【
有

⽤
性

】
○

ふ
り

こ
の

性
質

を
調

べ
る

実
験

で
，

変
え

る
条

件
（

お
も

り
の

重
さ

・
ふ

り
こ

の
⻑

さ
・

振
れ

幅
）

ご
と

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
み

，
結

果
の

共
有

を
ジ

グ
ソ

ー
学

習
を

⽤
い

て
⾏

う
。

そ
う

す
る

こ
と

で
，

⾃
分

達
の

グ
ル

ー
プ

で
実

験
し

た
結

果
が

，
他

の
グ

ル
ー

プ
に

説
明

す
る

た
め

に
必

要
に

な
る

こ
と

か
ら

有
⽤

性
を

感
じ

る
こ

と
に

な
る

。
【

有
⽤

性
】

○
振

り
⼦

が
１

往
復

す
る

周
期

は
何

に
よ

っ
て

変
化

す
る

の
か

調
べ

る
実

験
に

つ
い

て
，

児
童

が
⽅

法
を

考
え

実
験

で
き

る
機

会
を

設
け

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】
＊

個
⼈

と
同

じ
○

ふ
り

こ
の

性
質

を
調

べ
る

実
験

を
⾏

う
際

，
グ

ル
ー

プ
内

で
ど

ん
な

役
割

分
担

が
必

要
か

⾃
分

た
ち

で
考

え
さ

せ
る

。
【

⾃
律

性
・

⾃
⼰

決
定

感
】

○
実

験
や

話
し

合
い

等
，

グ
ル

ー
プ

で
の

協
同

が
う

ま
く

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
を

価
値

づ
け

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
実

験
や

話
し

合
い

等
，

グ
ル

ー
プ

で
の

協
同

を
通

し
て

⾮
認

知
能

⼒
が

成
⻑

し
て

い
る

こ
と

を
伝

え
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】
○

実
験

に
つ

い
て

，
成

否
の

観
点

だ
け

で
捉

え
る

の
で

は
な

く
，

上
⼿

く
い

か
な

く
て

も
，

そ
れ

を
受

け
て

グ
ル

ー
プ

で
原

因
を

究
明

し
た

り
，

再
度

実
験

を
し

た
り

す
る

よ
う

促
す

。
【

習
熟

⽬
標

】
○

実
験

す
る

際
，

グ
ル

ー
プ

と
し

て
好

ま
し

く
な

い
姿

を
注

意
す

る
よ

り
も

，
好

ま
し

い
姿

を
取

り
上

げ
て

，
⽬

指
す

姿
を

⽰
す

。
【

接
近

⽬
標

】

○
実

験
や

話
し

合
い

等
，

グ
ル

ー
プ

で
協

同
す

る
場

⾯
で

，
課

題
解

決
に

貢
献

し
よ

う
し

て
い

る
姿

を
認

め
，

他
の

学
習

者
に

伝
え

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】
○

実
験

を
⾏

う
際

，
個

別
に

役
割

を
設

定
す

る
。

【
親

和
動

機
】

【
他

者
志

向
的

動
機

】
○

実
験

や
話

し
合

い
等

，
グ

ル
ー

プ
で

協
同

す
る

場
⾯

で
，

協
⼒

す
る

（
仲

良
く

取
り

組
む

）
だ

け
で

は
不

⼗
分

で
，

課
題

解
決

の
た

め
に

協
同

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
伝

え
る

。
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
グ

ル
ー

プ
活

動
を

ス
ム

ー
ズ

に
⾏

う
た

め
の

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
の

課
題

を
⾏

う
。

具
体

的
に

は
，

振
り

⼦
の

1往
復

ご
と

に
全

員
が

拍
⼿

を
し

，
そ

の
拍

⼿
が

ず
れ

な
い

よ
う

に
す

る
課

題
を

⾏
う

。
【

親
和

動
機

】

○
振

り
返

り
を

⾏
う

際
，

児
童

が
わ

か
っ

た
こ

と
や

，
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

を
⾃

⾝
に

捉
え

さ
せ

る
よ

う
に

働
き

か
け

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

●
実

験
が

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
と

し
て

も
，

グ
ル

ー
プ

や
個

⼈
を

批
判

せ
ず

，
で

き
て

い
た

と
こ

ろ
に

⽬
を

向
け

さ
せ

る
。

【
有

能
感

】
【

⾃
⼰

効
⼒

感
】

○
ふ

り
こ

の
性

質
を

明
ら

か
に

し
て

か
ら

，
そ

の
知

識
を

活
⽤

し
て

取
り

組
む

「
曲

の
テ

ン
ポ

に
合

う
振

り
⼦

を
作

ろ
う

」
を

⽰
し

，
⾃

分
の

好
き

な
曲

を
持

っ
て

こ
さ

せ
る

こ
と

で
，

次
の

学
び

へ
の

興
味

を
⾼

め
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

【
個

⼈
的

興
味

】
○

メ
ト

ロ
ノ

ー
ム

や
振

り
⼦

時
計

を
⽤

い
て

，
ま

と
め

を
⾏

う
。

【
個

⼈
的

興
味

】
○

導
⼊

で
⽰

し
た

「
先

⽣
と

ど
ち

ら
が

は
や

く
ブ

ラ
ン

コ
で

１
往

復
で

き
る

か
」

と
い

う
問

を
改

め
て

確
認

す
る

。
【

適
度

な
⼼

理
的

不
適

合
】

○
メ

ト
ロ

ノ
ー

ム
や

振
り

⼦
時

計
を

⽤
い

て
，

実
際

に
操

作
す

る
こ

と
で

，
周

期
が

ど
の

よ
う

に
変

化
す

る
か

確
か

め
る

活
動

を
⾏

う
。

【
有

⽤
性

】

○
児

童
⾃

⾝
が

様
々

な
条

件
に

つ
い

て
検

討
し

，
妥

当
な

考
え

を
⽣

み
出

す
こ

と
が

で
き

た
こ

と
を

価
値

づ
け

る
。

【
⾃

律
性

・
⾃

⼰
決

定
感

】

○
児

童
の

「
振

り
返

り
」

か
ら

，
⾃

⾝
の

努
⼒

や
熟

達
，

成
⻑

と
捉

え
ら

れ
て

い
る

も
の

を
取

り
上

げ
，

児
童

⾃
⾝

が
発

表
し

た
り

，
教

師
が

紹
介

す
る

機
会

を
本

時
の

終
わ

り
や

次
時

の
最

初
に

設
け

る
。

【
増

⼤
的

知
能

観
】

○
⼀

枚
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

評
価

（
OP

PA
）

を
作

成
し

，
⾃

ら
の

成
⻑

を
認

識
さ

せ
る

。
【

増
⼤

的
知

能
観

】

○
実

験
や

話
し

合
い

を
通

し
て

，
児

童
ひ

と
り

ひ
と

り
の

意
⾒

に
よ

っ
て

，
み

ん
な

の
理

解
が

深
ま

っ
た

り
，

課
題

が
解

決
で

き
た

り
し

た
こ

と
を

強
調

す
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

○
振

り
返

り
の

際
，

他
者

の
貢

献
や

グ
ル

ー
プ

で
⼀

緒
に

や
っ

て
う

ま
く

で
き

た
こ

と
に

つ
い

て
も

意
⾒

を
求

め
る

。
【

親
和

動
機

】
【

他
者

志
向

的
動

機
】

ま と め

展 開

授 業 中
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興味価値（Interest value） 有⽤性価値（利⽤価値；Utility value）
期待とは，「できる」という気持ちを持ててい
るかである。期待には有能感と⾃⼰効⼒感があ
る。
・有能感：⾃らの⾏動により結果が得られると
いう，「やればできる」につながる感覚であ
る。
・⾃⼰効⼒感：必要な⾏動をうまく遂⾏できる
という，「やることができる」感覚である。
これらを育むことで学習者の意欲が上がること
が想定される。

興味価値とは，課題に対してどれだけ興味が感
じられるかという価値づけである。
・課題状況によって影響を受ける興味ととも
に，個⼈が安定的にもっている「個⼈的興味」
があるため，これらと課題を結びつけることで
興味の喚起が期待される。
・課題状況に影響を受ける興味は，適度なずれ
があるときに喚起されると期待される。そこ
で，例えば，既有知識と離れた情報のように，
全く知らない課題ではないものの，知っている
ことと異なる，意外性のある課題の時，興味が
⾼まると考えられる。また，課題の難易度につ
いて，学習者が五分五分で成功できそうだと捉
えられるものでも興味が⾼まると予想される。

＊より低学年の児童において，興味価値の影響
が⼤きい。

有⽤性価値（利⽤価値）とは，課題に取り組む
ことが⾃分にとって有益であると感じられるか
という価値づけである。
・将来のキャリアの中や⽇常⽣活で有⽤性があ
る課題の⽅が意欲的になる。有⽤性を説明する
だけでは⼗分でないこともあるため，体験を伴
う⽅がより効果的になると期待される。

＊⾼学年になるにつれ，有⽤性価値の影響が⼤
きくなる。

⾃律性とは⾃らが⾃由に⾃発的に⾏っていると
いう感覚であり，⾃⼰決定感とは⾃らが⾏動を
決定しているという感覚である。これらの感覚
を⾼めることで学習者の意欲が上がることが期
待される。
・課題や⽬標，課題達成の⽅法などにおいて，
⾃律性・⾃⼰決定感が担保される状況を作るこ
とで，意欲の向上が期待される。⼀⽅で，「や
らされている」と受け取られる働きかけは避け
るべきである。

⽬標には「暗黙の知能（能⼒）観」が⼤きく関
わっている。そして，学習者に学習によって成
⻑できると考えさせること（学習⽬標）が⼤切
である。
・固定的知能観を持っている場合，遂⾏⽬標を
持ちやすい。つまり，知能（能⼒）は⽣まれつ
き固有のもので不変であると考えている。その
ため，他者から⾼い評価を得ることが有能感を
⾼めることから，それ⾃体が⽬標となる。
・増⼤的知能観を持っている場合，学習⽬標を
待ちやすい。つまり，知能（能⼒）は後天的学
習経験によって⾼められると考えている。その
ため，⾃分が努⼒したり熟達したりすることが
有能感を⾼めることから，それが⽬標となる。
・増⼤的知能観を持っている⽅が，困難な課題
に直⾯しても「弱点が分かり，成⻑につなが
る」などと捉え，意欲の維持が期待できる。

社会的動機づけとは他者との関係による動機づ
けである。
・親和動機は，他者と親密な関係を形成し，維
持したいと考える動機である。親密な関係を築
きたいと思わせるために，ウォーミングアップ
の活動が重要な役割を果たす。
・他者志向的動機は，他者のために頑張りたい
という動機である。互恵的な動機でもあるた
め，他者の貢献を認識すると，⾃分も貢献しよ
うとすると期待される。

授
業
中

全
体

個
⼈

授
業
中

︵
予
習
・
復
習
・
宿
題
︶

授
業
外
学
習

︵
評
価
・
フ
�
ổ
ド
バ
�
ク
︶

授
業
後

表 3 動機づけマトリックス（記入用）
動機づけ
の理論

期待（Expectancy） ⾃律性・⾃⼰決定感
（Autonomy・Self-determination）

達成⽬標（Achievement goal） 社会的動機づけ（Social motivation）
課題価値（Task value）

基
本
的
な
考
え
⽅

︵
授
業
構
想
︶

授
業
前

導
⼊

ま
と
め

授
業
中

展
開

グ
ル
ổ
プ
学
習
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表 動機づけマトリックス（記入用）




